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主にブナやミズナラなどの広葉樹の枯れ
木に多数重なって発生し、広く食用される
キノコ。太く短い柄が傘の横につく。表面
の色は汚れた黄色や黄褐色などで、ときに
緑色を帯びている。
時として、最も食中毒が多いことで有名
な毒キノコであるツキヨタケといっしょに
生えることがあるので、注意が必要である
が、ムキタケは傘と柄の表面が細かい毛で
おおわれていること、柄に盛り上がり（隆
起）がないことなどで見分けがつく。

紺色の地に淡い水色の帯が上下に走る美
しいタテハチョウ科。かつては山地でしか
見ることができなかったが、近年になり、
幼虫時の食草であるホトトギス（ユリ科の
植物）が鑑賞用に栽培されるようになって
から、むしろ市街地で見かけることが多い。
成虫で冬を越すため、初冬になっても暖か
い日には、写真のように羽を広げて日光浴を
繰り返す。
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マスターズスポーツクラブは、
公民館を会場に週１回、近所の仲
間が集まって、健康体操やフォー
クダンス、グラウンドゴルフなど
のレクリエーションをする集まり
です。
市内には現在、大島・川崎・十
日町・神田・関原の５つの地域に
クラブがあります。

「運動はしたいけど、やり方が
わからない」「１人だと長続きし
なくって」という人には、仲間と
一緒に運動をすることがおすすめ
です。市では、地域でのマスター
ズクラブ開設のお手伝いをしてい
ます。
あなたも、仲間に入って、楽し
く運動してみませんか。

地域マスターズスポーツクラブのお問い合わせは、生涯学習・
体育課132・5110へどうぞ。

～仲間と一緒に無理なく体力づくり～　　　
i

長
岡
の
北
部
に
位
置
す
る
蔵
王

町
。
地
名
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
こ

の
地
に
祀
ら
れ
て
い
た
「
蔵
王
権

現
」
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

蔵
王
権
現
と
は
、
古
代
か
ら
大

和
国
金
峰
山
（
奈
良
県
）
の
山
頂

に
祀
ら
れ
た
山
岳
神
で
す
。
中
世

に
は
、
こ
れ
を
祀
っ
た
蔵
王
堂
は

霊
場
と
し
て
、
多
く
の
人
び
と
の

信
仰
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
正
平

八
年
（
一
三
五
三
）、
諸
国
の
霊

場
に
経
典
を
一
部
ず
つ
修
め
て
旅

を
し
て
い
た
修
行
僧
が
、
蔵
王
堂

に
立
ち
寄
っ
た
と
い
う
記
録
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

十
四
世
紀
に
は
中
越
地
方
の
中

心
地
と
し
て
、
南
北
両
朝
の
軍
勢

の
争
奪
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
こ
ろ
の
蔵
王
堂
は
門
前
町
と
し

て
、
ま
た
信
濃
川
の
川
港
・
渡
船

場
と
い
っ
た
交
通
の
要
所
で
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

十
五
世
紀
に
は
越
後
の
守
護
、

上
杉
氏
の
重
臣
で
あ
っ
た
長
尾
氏

が
、
こ
の
地
方
を
支
配
す
る
た
め
、

蔵
王
堂
の
傍
ら
に
城
を
築
き
、
政

治
の
拠
点
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
が

蔵
王
堂
城
で
す
。

そ
の
後
、
元
和
二
年
（
一
六
一

六
）、
堀
直
竒
が
八
万
石
の
蔵
王

堂
城
主
と
な
り
ま
し
た
が
、
度
重

な
る
信
濃
川
の
水
害
の
た
め
、
城

を
今
の
長
岡
駅
を
中
心
と
し
た
所

に
移
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。

蔵
王
堂
城
跡
は
、
長
岡
発
祥
期

の
城
跡
を
示
す
も
の
と
し
て
、
貴

重
な
財
産
で
す
。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

元和４年、堀直竒は村上に移封され、代わ
りに長岡に入った長岡藩主牧野忠成が長岡城
を完成させました。
現在、蔵王堂城跡には小高い土塁とその周

りの堀が残されており、土塁の上には堀直竒
像が建立されています。
長岡市の文化財に指定されている蔵王堂城

跡は、周辺に住む人たちによって整備されて
います。

蔵王堂城跡（西蔵王３）
〜
蔵
王
堂
城
跡
〜

#5

き
ん
ぶ

せ
ん

sフォークダンスを楽しむ（関原
公民館）
毎週金曜日に活動しています。
毎回だいたい20人くらいが参加し、
フォークダンス、体力づくり、各
種ゲームなどをしています。こう
やって体を動かすことは楽しいこ
とですし、健康づくりにもなり、
毎日少しずつ運動しようという気
持ちになります（関原マスターズ
スポーツクラブ代表の丸山富子さ
ん）。

ワンポイント運動 ～全身の柔軟性を高めるタオル体操～

tタオルの両端を持って、また
いだら（左）、背中の後ろで両手
を伸ばし（中央）、最後に両手を
上に伸ばして、できるだけ上体
を前屈させましょう（右）。
タオルは、長めのものを使っ

てね。



う
と
い
う
集
ま
り
で
す
。
ま
ず
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
、
ま
ち
を
元

気
に
す
る
方
法
を
考
え
、
発
表
し
、

そ
れ
を
も
と
に
「
商
業
ま
ち
づ
く

り
」
「
自
然
環
境
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
「
ゆ
っ
た
り
・
の
ん
び

り
」「
情
報
発
信
」「
こ
ん
に
ゃ
く

会
（
行
政
や
先
生
、
大
人
の
か
た

い
頭
を
や
わ
ら
か
く
し
よ
う
と
い

う
も
の
）」
「
イ
ベ
ン
ト
」
と
い

う
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
ま
し

た
。そ

し
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、

い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
人
・
ま
ち
・
元
気
！
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
は
、

い
つ
で
も
、
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
都
市
整
備
課
1
39
・
２

２
２
６
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◇
　
　
　
◇

市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
。

み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
ア
イ
デ
ア

を
お
持
ち
で
す
か
。
ぜ
ひ
、
あ
な

た
も
ま
ち
づ
く
り
に
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

し
、
学
習
や
散
策
の
で
き
る
水
辺

に
し
た
い
と
い
う
長
岡
水
辺
プ
ラ

ザ
の
整
備
も
、
市
民
参
加
で
進
め

て
い
る
計
画
で
す
。

先
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
た
意

見
交
換
会
に
は
、
約
六
十
人
が
参

加
。
「
水
の
博
物
館
的
な
も
の
を

造
っ
て
ほ
し
い
」
「
自
然
の
な
か

で
遊
べ
る
と
こ
ろ
が
ほ
し
い
」

「
キ
ャ
ン
プ
場
や
泊
ま
れ
る
施
設

が
あ
っ
た
ら
よ
い
」
「
長
岡
の
ま

ち
を
見
渡
せ
る
展
望
台
が
ほ
し

い
」
「
水
辺
で
魚
釣
り
が
出
来
る

場
所
が
あ
っ
た
ら
よ
い
」
と
い
っ

た
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
と
建
設
省
で
は
、
今
後
も
市

民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
聴
く
会

を
開
い
て
、
整
備
の
方
向
を
決
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
厚
生
会
館
地
区
に
計

画
し
て
い
る
「
長
岡
文
化
創
造

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
取
り
組
み
と
し

て
「
人
・
ま
ち
・
元
気
！
フ
ォ
ー

ラ
ム
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も
開

か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
自
由
に
意
見
を
出
し
て
も
ら
い
、

長
岡
の
人
と
ま
ち
を
元
気
に
し
よ

３

長
岡
の
ま
ち
を

元
気
に
し
た
い
！
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▲人・まち・元気！フォーラム・ワークショップ（11月18日）
３回目となったこの日も含め、のべ132 人が参加しました。

▲信濃川の模型を前に長岡水辺プラザについて意見を交わしました
（11月21日）

民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
進
め
て
い
る
計
画
に
は
、
馬
高

・
三
十
稲
場
遺
跡
の
環
境
整
備
、

長
岡
水
辺
プ
ラ
ザ
の
整
備
、
中
心

市
街
地
の
モ
ー
ル
化
、
長
岡
文
化

創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）
の
企

画
・
運
営
、
の
四
事
業
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
馬
高
・
三
十
稲
場
遺

跡
の
整
備
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
縄
文
時
代
の

遺
跡
、
馬
高
・
三
十
稲
場
遺
跡
を

ど
う
保
存
・
整
備
す
る
の
か
。

先
月
十
五
日
に
市
内
各
地
か
ら

集
ま
っ
た
二
十
五
人
が
、
藤
橋
歴

史
の
広
場
、
県
立
歴
史
民
俗
文
化

館
（
仮
称
）
の
建
設
現
場
、馬
高
・

三
十
稲
場
遺
跡
を
見
学
し
て
、
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
火
z
土
器
が

出
た
場
所
と
い
う
だ
け
で
は
魅
力

が
な
い
。
住
居
や
炉
の
跡
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
「
周

り
を
あ
ま
り
い
じ
ら
な
い
で
ほ
し

い
」
「
ジ
ュ
ー
ス
が
飲
め
た
り
、

食
べ
物
が
食
べ
ら
れ
た
り
す
る
施

設
が
ほ
し
い
」
「
藤
橋
歴
史
の
広

場
や
県
立
歴
史
民
俗
文
化
館
な
ど

を
回
れ
る
遊
歩
道
が
あ
っ
た
ら
よ

い
」
「
竪
穴
式
住
居
で
宿
泊
す
る

な
ど
、
縄
文
体
験
が
し
た
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
、
来

年
度
に
発
足
す
る
検
討
委
員
会
で

参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
、

意
見
を
聞
く
会
を
聴
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

旧
中
島
浄
水
場
と
信
濃
川
の
中

州
の
一
帯
を
自
然
や
歴
史
を
生
か

２

火

土
器
の
ふ
る
さ
と
を

市
民
参
加
で
整
備

z

信
濃
川
の
中
州
を

憩
い
の
場
に

市

▲藤橋歴史の広場を見学（11月15日・
縄文遺跡を訪ねる会で）
平成４年に整備された藤橋遺跡。復
元された住居や柱穴跡を見ることがで
きます。

ま
ち
づ
く
り
を
身
近
な
自
分
た
ち
の
問
題
と

し
て
考
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

長
岡
市
で
は
、
こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
、
市
民
参

加
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
だ
手
探
り
の
状
態
で
す
が
、
市
民
の
生
の

声
を
集
め
な
が
ら
「
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く

り
」
は
歩
み
出
し
て
い
ま
す
。

▲参加者からはたくさんの意見が出されました（11月15日・縄文遺跡を訪ねる会で）



ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

南
部
基
幹
セ
ン
タ
ー
が
完
成
す

れ
ば
、
四
カ
所
目
の
基
幹
セ
ン
タ

ー
と
な
り
ま
す
。

の
拠
点
と
な
る
場
所
を
確
保
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
福
祉
施
設
の

機
能
を
持
っ
た
基
幹
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
こ
の
中
に
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

と
も
に
助
け
合
い
、
高
齢
者
が
い

つ
ま
で
も
安
心
し
て
明
る
い
老
後

生
活
を
送
る
こ
と
の
で
き
る
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
小
学
校
区
な
ど
を

目
安
に
、
市
内
を
三
十
程
度
の
地

域
に
分
け
、
そ
の
エ
リ
ア
に
地
区

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
、
活
動

会
合
時
の
食
事
を
提
供
す
る
専
用

の
食
堂
を
備
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
き

や
ま
、
ふ
そ
き
の
軽
運
動
ホ
ー
ル

は
、
三
月
ま
で
の
冬
期
間
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
の
専
用
コ
ー
ト
と
し
て

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
館
料

を
払
う
だ
け
で
利
用
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

在
宅
の
虚
弱
・
寝
た
き
り
等
の
高

齢
者
を
リ
フ
ト
バ
ス
で
送
迎
し
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
食
事
の
提
供
な

ど
を
行
い
ま
す
。

長
岡
市
で
は
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
構
想
に
基
づ
き
、「
と
も
に
生
き
、

現
在
、
市
内
に
は
高
齢
者
セ
ン

タ
ー
「
け
さ
じ
ろ
」（
今
朝
白
二
）、

「
ま
き
や
ま
」（
槇
山
町
）、「
ふ
そ
き
」

（
新
保
町
）
と
「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

セ
ン
タ
ー
」（
大
字
日
越
）、「
お
山

の
家
」（
悠
久
町
）
の
計
五
カ
所
に

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

各
施
設
と
も
、
大
浴
場
や
大
広

間
、
貸
室
な
ど
に
加
え
、
昼
食
や

５
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進
め
て
い
ま
す

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

▲佐藤情一さん（小曽
根町）
ゲートボールは、私
の生きがいです。ここ
の人工芝は滑りにくい
材質で、プレイには最
適ですよ（11月10日、
高齢者センターふそき
の軽運動ホールで）。

s酒井英子さん（渡場町）
ほとんど毎日通っています。大広

間でのカラオケは気分がよく、スト
レス解消には持ってこいです（11月
13日、高齢者センターまきやまの大
広間で）。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

十
一
月
一
日
に
第
十
八
回
大
分
国

際
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
が
大
分
市
で
開

か
れ
、
世
界
の
二
十
七
カ
国
か
ら
、

四
百
三
十
四
人
が
障
害
を
乗
り
越
え

て
競
い
合
い
、
友
情
の
輪
を
広
げ
ま

し
た
。

こ
の
大
会
は
、
一
九
八
一
年
の
国

際
障
害
者
年
を
記
念
し
て
始
め
ら
れ

た
、
世
界
で
初
め
て
の
「
車
い
す
だ

け
の
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
で
す
。

世
界
最
大
で
最
高
レ
ベ
ル
の
大
会
と

し
て
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
い
ま
す
。

長
岡
市
か
ら
は
二
人
が
出
場
し
、

長
谷
川
常
吉
さ
ん
（
江
陽
一
）
が
男

子
ク
ラ
ス
@
の
部
で
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

「
今
回
が
七
回
目
の
挑
戦
。
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
で
は
優
勝
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
で
の

優
勝
は
初
め
て
で
す
。
タ
イ
ム
的
に

は
不
満
で
す
が
、
優
勝
し
て
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
」
と
長
谷
川
さ
ん
は

興
奮
気
味
に
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。

十
一
月
七
、
八
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
第
三
十
四
回
全
国
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会（
か
な
が
わ
・
ゆ
め

大
会
）が
神
奈
川
県
で
開
か
れ
ま
し
た
。

長
岡
市
か
ら
は
樋
口
拓
郎
さ
ん

（
草
生
津
三
）
が
陸
上
五
千
メ
ー
ト

ル
と
千
五
百
メ
ー
ト
ル
に
出
場
。
樋

口
さ
ん
は
、
五
千
メ
ー
ト
ル
で
見
事

優
勝
、
千
五
百
メ
ー
ト
ル
で
も
二
位

と
な
り
、
金
と
銀
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た（
い
ず
れ
も
大
会
新
記
録
）。

樋
口
さ
ん
は
「
思
っ
て
い
た
よ
り

レ
ベ
ル
の
高
い
大
会
で
、
か
な
り
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
金
と
銀
が
取
れ
る
な

ん
て
、
夢
の
よ
う
で
す
」
と
喜
び
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

長
谷
川
さ
ん

お
め
で
と
う
！

大
分
国
際
車
い
す

マ
ラ
ソ
ン
で
見
事
優
勝

樋
口
さ
ん
も

か
な
が
わ
・
ゆ
め
大
会
で

金
と
銀
！

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

▲
ゴ
ー
ル
前
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を

か
け
る
長
谷
川
さ
ん（
右
）

南
部
基
幹
セ
ン
タ
ー�

建
設
地�

宮
内
地
区�

公
民
館�

消
防
署�

宮
内�

分
遣
所�

南
地
域�

図
書
館�

農業�
高校�

南部体育館�

上越新幹線�

N

岡
市
は
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
の
拠
点
と
す
る
、
南
部
基
幹

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
増
進
を

は
じ
め
、
寝
た
き
り
の
高
齢
者
等

の
介
護
や
介
護
家
族
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。基

幹
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
市
内

四
番
目
と
な
る
も
の
で
、
平
成
十

二
年
四
月
の
開
館
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

建
設
地
は
、
曲
新
町
の
南
部
体

育
館
の
南
側
。
建
物
は
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
て
で
、
延
べ

床
面
積
は
約
二
千
四
百
平
方
メ
ー

ト
ル
と
な
り
ま
す
。

こ
の
基
幹
セ
ン
タ
ー
の
特
徴
は
、

寝
た
き
り
予
防
の
た
め
、
基
幹
セ

ン
タ
ー
と
し
て
初
め
て
、
機
能
訓

練
室
（
リ
ハ
ビ
リ
室
）
を
設
置
す

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
基
幹
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
利
便
を
考
え
、

隣
接
す
る
南
部
体
育
館
と
は
渡
り

廊
下
で
接
続
し
ま
す
。

館
内
に
は
、
在
宅
介
護
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
手
続
き
の

お
手
伝
い
、
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
を
行
う
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
ほ
か
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
が
常
駐
し
、
こ
こ
か

ら
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
い
る

家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
市

民
が
憩
い
、
親
睦
と
交
流
を
図
れ

る
場
と
し
て
、
大
広
間
や
浴
室
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
室
を
備
え
た
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、

４

機
能
訓
練
室
を
設
置

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
常
駐

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の
拠
点�

こ
の
た
び
、
福
祉
作
業
所
「
た
ん

ぽ
ぽ
」
が
、
旧
木
造
耐
雪
構
造
モ
デ

ル
実
験
住
宅
を
改
造
し
た
新
し
い
作

業
所
に
移
転
し
ま
し
た
（
場
所
は
東

新
町
一
丁
目
）。

こ
の
実
験
住
宅
は
、
木
造
耐
雪
住

宅
の
モ
デ
ル
と
し
て
七
年
間
公
開
し

て
い
た
も
の
で
す
が
、
一
定
の
目
的

を
果
た
し
た
た
め
、
福
祉
の
た
め
に

転
用
し
た
も
の
で
す
。

福
祉
作
業
所
「
た
ん
ぽ
ぽ
」
に
は
、

作
業
室
が
二
室
あ
り
、
食
堂
や
休
養

室
な
ど
も
完
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
十
四
人
の
知
的
障
害
者
が
通
所

し
、
主
に
段
ボ
ー
ル
の
組
み
立
て
や

海
産
物
の
袋
詰
め
な
ど
の
作
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

所
長
の
石
川
三
知
子
さ
ん
は
「
今

ま
で
の
作
業
所
は
、
老
朽
化
が
進
み
、

狭
い
う
え
、
畳
の
部
屋
し
か
な
く
、

効
率
的
な
作
業
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
移
転
し
て
、
広
く
て
明
る
い
作

業
所
に
な
り
、
快
適
に
作
業
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
び
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

知
的
障
害
者
の
作
業
施
設

「
た
ん
ぽ
ぽ
」
が

移
転
し
ま
し
た

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�
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▲段ボールの組み立てに精を出す
作業所のみなさん

長



児
童
会
長
の
鎌

土
浩
志
く
ん
は

「
大
賞
を
受
賞
し

て
、
夢
み
た
い
で

す
。
こ
れ
か
ら
も

ど
ん
な
こ
と
で
も

よ
い
か
ら
、
み
ん

な
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
親
切

を
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
目
を
輝

か
せ
て
話
し
て
い

ま
し
た
。

深
沢
小
学
校
が
、「
小
さ
な
親

切
」
運
動
の
大
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
し

て
き
た
清
掃
活
動
や
お
年
寄
り
と

の
交
流
活
動
な
ど
、
昭
和
四
十
二

年
か
ら
の
息
の
長
い
、
地
域
ぐ
る

み
で
の
小
さ
な
親
切
運
動
の
取
り

組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
全

国
で
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

深
沢
小
で
は
、
「
小
さ
な
親
切

四
カ
条
」
を
も
と
に
、
日
ご
ろ
か

ら
し
っ
か
り
と
し
た
あ
い
さ
つ
や

返
事
を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

る
ほ
か
、
毎
週
水
曜
日
に
は
、
休

み
時
間
を
利
用
し
た
「
親
切
タ
イ

ム
」
で
、
ど
ん
な
親
切
を
し
た
ら

み
ん
な
に
喜
ば
れ
る
か
な
ど
を
考

え
て
い
ま
す
。

７

市政ニュース�NAGAOKA

「
平
成
十
年
版
　
環
境
に
関
す
る

年
次
報
告
書
」
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
年
次
報
告
書
に
は
、
長
岡
市
の
環

境
の
現
況
と
市
が
平
成
九
年
度
中
に

取
り
組
ん
だ
環
境
に
関
す
る
施
策
の

実
施
状
況
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
境
問
題
は
、
騒
音
や
水
質
汚
濁

な
ど
に
加
え
、
近
年
で
は
新
た
に
地

球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
酸

性
雨
な
ど
地
球
規
模
で
の
も
の
が
生

じ
て
き
て
お
り
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
関
心
も
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
年
次
報
告
書
に
は
、
こ
れ
ら
環

境
問
題
の
現
況
や
対
策
に
つ
い
て
も

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

環
境
に
関
す
る
年
次
報
告
書
を
次

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
後
の
環
境
施
策

に
何
が
必
要
な
の
か
、
み
な
さ
ん
か

ら
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

縦
覧
場
所

各
地
区
公
民
館
、
各
図

書
館
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

市
役
所
１
階
案
内
所
・
２
階
情
報

公
開
コ
ー
ナ
ー
な
ど

縦
覧
お
よ
び
意
見
の
提
出
期
限

平
成
11
年
２
月
末
日

意
見
の
提
出
先

〒
９
４
０
―
８
５
０
１
幸
町
２
の
　

１
の
１
長
岡
市
環
境
部
環
境
政
策

課
1
39
・
２
２
２
７
、
フ
ァ
ク
ス

39
・
２
２
８
３
へ
ど
う
ぞ
。

ご
覧
く
だ
さ
い

「
環
境
に
関
す
る

年
次
報
告
書
」

▲平石泰介くん（堤岡中３年、
実行委員会委員長）
「日ごろの努力が認められ、
うれしいです。これからも地
域のために活動を続けていき
たいです」

小
さ
な
親
切
運
動�

▼こぶし園を訪問してお
年寄りの肩をもむ監物拓
也くん（右）と吉野顕く
ん（ともに深沢小４年）

田
小
学
校
と
堤
岡
中
学
校
が
、

長
年
に
わ
た
っ
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
た
空
き
缶
回
収
運
動
を
、

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
か
ら

認
め
ら
れ
、
全
国
表
彰
さ
れ
ま
し

た
（
全
国
の
小
・
中
学
校
か
ら
五

十
三
校
が
受
賞
）。

豊
田
小
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
委

員
会
が
中
心
と
な
り
、
六
年
前
か

ら
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
行
っ
て
い

ま
す
。
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
各
家
庭

か
ら
空
き
缶
を
集
め
、
昨
年
の
一

月
か
ら
今
年
八
月
ま
で
の
回
収
量

は
、
児
童
一
人
あ
た
り
に
換
算
す

る
と
約
二
百
個
に
も
な
り
ま
し
た
。

長
尾
昭
浩
先
生
は
「
今
回
の
受

賞
を
児
童
た
ち
は
皆
、
喜
ん
で
い

ま
す
。
空
き
缶
の
回
収
を
通
じ
て
、

環
境
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
感
じ
て
欲

し
い
」
と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し

た
。堤

岡
中
で
は
、
実
行
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
七
年
前
か
ら
本
格

的
に
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
活

動
に
加
え
、
春
と
秋
に
は
町
内
会

と
一
緒
に
大
掛
か
り
な
回
収
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
『
地
域
に
役
立
て
た
い
』
と

い
う
考
え
か
ら
、
ア
ル
ミ
缶
リ
サ

イ
ク
ル
運
動
を
し
て
い
ま
す
。
活

動
は
三
年
生
が
中
心
と
な
り
、
す

べ
て
生
徒
た
ち
の
自
主
性
に
ま
か

せ
て
い
ま
す
」
と
田
中
和
男
先
生

は
生
徒
以
上
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

回
収
し
た
ア
ル
ミ
缶
は
、
業
者

か
ら
有
償
で
引
き
取
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
豊
田
小
で
は
、
回
収

に
よ
る
収
益
金
を
一
輪
車
や
備
品

の
購
入
に
役
立
て
ま
す
。
ま
た
、

堤
岡
中
で
は
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

に
地
域
の
お
年
寄
り
を
招
待
す
る

た
め
の
貸
切
バ
ス
の
費
用
に
充
て

ま
し
た
。

ア
ル
ミ
缶
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
は
、

子
ど
も
た
ち
の
環
境
意
識
を
高
め

る
と
と
も
に
、
地
域
と
の
交
流
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６

日
ご
ろ
の
努
力
が
評
価

有
意
義
な
収
益
金
の
活
用
を

s
桜
井
麻
衣
さ
ん
（
豊
田
小
六
年
、

リ
サ
イ
ク
ル
委
員
会
委
員
長
）

「
受
賞
を
聞
い
て
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
毎
日
、
コ
ツ
コ
ツ
と
集
め

る
の
は
つ
ら
い
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て

き
て
よ
か
っ
た
で
す
」

ア ル ミ 缶 リ サ イ ク ル 運 動 �

豊



ま
た
は
消
防
本
部
予
防
課
1
35
・

２
１
９
０
へ
ど
う
ぞ
。

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

防
災
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、
防
災
課
1
39
・
２
２
０
６

る
心
構
え
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

地
域
で
も
備
え
を
充
分
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

十
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に
は

百
十
一
の
自
主
防
災
会
が
あ
り
、

地
域
の
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
市
で
も
初
期
消
火
訓
練
や
応

急
手
当
講
習
会
を
開
く
な
ど
、
積

極
的
に
自
主
防
災
会
の
育
成
を
し

て
い
ま
す
。

災
害
は
突
然
や
っ
て
く
る
も
の

で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
十
分
な
備

え
を
し
て
い
ま
す
か
。
今
一
度
、

９

▲福島江用水の水位調整施設の位置図
写真は宮内８丁目・千歳１丁目の水位
調整施設。

工夫をどんどん
していってもらいたい

─福島江沿いの自主防災会長に
お話をうかがいました

自主防災会は平成９年に出来ました。その
際、規約は青年会から考え
てもらいました。災害が起
こったとき、若い人たちか
ら一番がんばってほしいと
考えたからで、現在の自主
防災会は、若い人が中心に
なってやっています。
今回、福島江にゲートを
造ったということは、良い
ことだと思います。これからも、そういう工
夫をどんどんしていってもらいたいですね
（四郎丸３丁目自主防災会長・佐藤佐太郎さ
ん）。

市政ニュース�NAGAOKA

このたび、帝京長岡中学
校の設置が認可され、平成
11年４月に開校することに
なりました。
この中学校では、中学校
から高等学校へ入学試験な
しで進める、中高一貫教育
の形がとられます。そして、
計画的、継続的なゆとりを
もったきめ細かい指導が行
われます。
定員は１学級40人です。

入学などについてのお問い合わせは、帝京長岡中学校（〒940-
0044 長岡市住吉３の９の１136・4800）へどうぞ。

先月５日、新発田市で行われた第49回全国高校駅伝新潟県大
会の男子（７区間、42.195㎞）で、中越高校が初優勝を飾り、
全国大会への出場を決めました。
監督の牛膓正さんは12月20日、京都府で開かれる全国大会に

向けて、次のように抱負を語ってくれました。
「今年の県大会では、うちを含め５校が優勝候補として挙げ

られていました。その激戦の中で優勝できたのは、選手７人全
員ががんばって、たすきをつないだ結果だと思います。県大会
のタイム（２時間14分12秒）は、全国大会出場校の中で下のほ
うですが、今回のメンバーは１、２年生だけの若いチームなの

で、全国大会ではも
っとタイムを縮めて
くれると思っていま
す。あとは万全な体
調で本番に臨めるよ
う、各自がしっかり
と健康管理していく
ことを、指導してい
くつもりです」
１、２年生のフレ

ッシュな力で、栄冠
をつかんだ選手たち
は、全国大会でもさ
らに大きく飛躍して
くれることでしょう。

中越高校が
全国高校駅伝競争大会に初出場

▲陸上部の長距離部員と牛膓正監督
（県大会の表彰式の後に）

帝京長岡中学校が
来年4月に開校します
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新たに中学校が誕生！�

おめでとう！�

信�

濃�

川�

ゲート�

凡 例�

福島江�

▲帝京長岡中学校

ごちょう

地
震
で
水
道
施
設
が
破
損
し
、

消
火
栓
が
使
え
な
い
！

そ
ん
な
緊
急
時
、
福
島
江
の
水

を
消
防
用
水
な
ど
と
し
て
使
え
る

よ
う
に
、
水
を
た
め
て
お
く
ゲ
ー

ト
二
基
が
、
こ
の
た
び
完
成
し
ま

し
た
。

水
位
調
整
施
設
（
ゲ
ー
ト
）
は
、

県
営
防
災
水
利
整
備
事
業
に
よ
っ

て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
県
内
で
は

初
め
て
の
も
の
で
す
。

設
置
場
所
は
宮
内
八
丁
目
（
右

岸
）・
千
歳
一
丁
目
（
左
岸
）
と
干

場
二
丁
目（
右
岸
）・
東
神
田
二
丁

目
（
左
岸
）
で
、
九
月
か
ら
三
月

の
通
水
量
の
少
な
い
時
期
で
も
多

量
の
水
が
確
保
で
き
ま
す
。

二
基
の
ゲ
ー
ト
に
よ
っ
て
貯
め

ら
れ
る
水
量
は
、
一
万
五
千
三
百

四
立
方
メ
ー
ト
ル
（
小
学
校
の

プ
ー
ル
約
四
十
杯
分
）。
市
街
地

の
約
三
千
七
百
世
帯
が
、
消
火
可

能
区
域
に
な
り
ま
す
。

先
月
六
日
、
干
場
二
丁
目
・
東

神
田
二
丁
目
の
ゲ
ー
ト
を
使
い
、

消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
訓

練
は
、
大
規
模
な
地
震
が
起
き
て

火
災
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
、

消
火
栓
が
断
水
し
た
た
め
、
福
島

江
の
水
を
長
距
離
中
継
送
水
し
、

放
水
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

福
島
江
用
水
が
市
街
地
の
災
害
に

対
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ

と
を
実
際
に
確
か
め
ま
し
た
。

今
後
、
二
基
の
ゲ
ー
ト
は
長
岡

市
消
防
本
部
で
維
持
、
管
理
し
て

災
害
に
備
え
ま
す
。

防
災
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
、
一
人
ひ
と
り
が
災
害
に
対
す

８

福
島
江
が

巨
大
な
水
槽
に
な
り
ま
す

市
街
地
の
災
害
に
備
え

訓
練
も
実
施

防
災
は
一
人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
か
ら

▲福島江用水を水源にした消防訓練（11月6日・干場2丁目地内）
ゲートで貯めた水を使って（写真右）、消火活動をしました（写真左）。

市
街
地
の
災
害
に
備
え
て�

大



ち
の
恵
ま
れ
た
環
境
を
生
か
し
、
歯
を

く
い
し
ば
っ
て
努
力
し
て
、
い
つ
か
人

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
よ
う
」
と
思

う
か
…
。

今
の
日
本
に
は
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば

い
い
と
か
、
と
も
す
る
と
自
分
の
こ
と

す
ら
満
足
に
で
き
な
い
人
が
多
す
ぎ
る
。

そ
ん
な
日
本
は
、
い
つ
か
必
ず
ダ
メ
に

な
る
。
だ
か
ら
こ
こ
に
い
る
君
た
ち
に

は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
他
人

の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
人
間
に
な
っ
て

欲
し
い
。

僕
が
言
い
た
い
の
は
そ
れ
だ
け
だ
。

以
上
、
お
わ
り
！

存
分
に
学
べ
る
環
境
に
あ
る
ん
だ
か
ら
…
。

あ
る
国
の
大
学
生
は
、
二
千
円
の
参
考

書
が
買
え
な
く
て
、
僕
に
一
晩
だ
け
そ
の

本
を
貸
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
き
た
。
そ

れ
を
友
だ
ち
と
徹
夜
で
書
き
写
し
て
、
お

か
げ
で
勉
強
が
で
き
る
と
、
う
れ
し
そ
う

に
本
を
返
し
に
き
た
。

ま
た
、
あ
る
国
の
大
学
生
は
、
早
朝
か

ら
み
ん
な
で
街
の
そ
う
じ
を
す
る
。
そ
し

て
、
午
前
六
時
に
は
講
義
に
臨
む
。
欠
席

や
遅
刻
を
す
る
人
な
ん
て
い
な
い
。
ま
し

て
や
、
日
本
の
よ
う
に
講
義
の
途
中
で
出

て
い
く
人
な
ん
て
い
や
し
な
い
。

世
界
に
は
こ
ん
な
学
生
も
い
る
と
い
う

こ
と
を
、
長
岡
の
少
年
少
女
諸
君
は
、
ど

う
考
え
る
か
。
「
か
わ
い
そ
う
な
星
の
も

と
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
が
い
る
も
ん
だ
」

「
偉
い
人
が
い
る
も
ん
だ
」
と
片
付
け
て

し
ま
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
て
「
自
分
た

に
は
数
学
の
神
秘
が
た
く
さ
ん
潜
ん
で
い

る
。
自
然
を
よ
ー
く
観
察
し
て
ご
ら
ん
。

き
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
、
見
つ
か
る

は
ず
だ
。

「
数
学
は
頭
の
い
い
人
に
し
か
わ
か
ら

な
い
…
」
な
ん
て
言
う
人
が
い
る
け
れ
ど
、

そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
僕
ら
の
身
近
な
と

こ
ろ
に
、
数
学
は
た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
。

ど
ん
な
不
思
議
が
潜
ん
で
い
る
の
か
、
好

奇
心
を
も
つ
こ
と
が
大
事
な
ん
だ
と
僕
は

思
う
よ
。

僕
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
勉
強
が
嫌
い
で
、

学
校
の
成
績
が
悪
か
っ
た
。
で
も
、
数
学

は
け
っ
こ
う
好
き
だ
っ
た
。
好
き
だ
っ
た

か
ら
努
力
も
で
き
た
。
五
十
二
歳
の
今
で

も
数
学
を
や
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
い
る
み
ん
な
は
中
学
生
だ
か
ら
、

そ
ろ
そ
ろ
将
来
の
こ
と
も
気
に
な
り
だ
し

て
い
る
と
思
う
。

ま
ず
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
早
く

見
つ
け
て
欲
し
い
。
そ
し
て
、
そ
の
や
り

た
い
こ
と
を
学
べ
る
学
校
を
見
つ
け
る
こ

と
だ
。
い
い
成
績
を
取
れ
と
か
、
い
い
学

校
へ
行
け
な
ん
て
言
わ
な
い
。
た
だ
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
ん
だ
か
ら
、

そ
の
た
め
の
努
力
は
惜
し
ま
な
い
で
欲
し

い
。
み
ん
な
は
そ
の
気
に
さ
え
な
れ
ば
、

て
い
る
ん
じ
ゃ
あ
な
い
。
ハ
チ
の
す
ご
い

と
こ
ろ
は
ね
、
少
し
で
も
大
き
い
部
屋
を

効
率
よ
く
作
る
方
法
を
ち
ゃ
ー
ん
と
知
っ

て
い
る
っ
て
こ
と
な
ん
だ
。

例
え
ば
、
一
ト
ン
の
鉄
を
使
っ
て
石
油

を
入
れ
る
タ
ン
ク
を
作
る
と
す
る
。
そ
の

形
は
何
が
い
い
か
？
一
番
た
く
さ
ん
石
油

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
形
は
「
球
」
な

ん
だ
。
そ
れ
は
実
験
し
て
み
れ
ば
す
ぐ
わ

か
る
。
布
で
作
っ
た
袋
に
砂
を
つ
め
て
い

く
と
ど
う
な
る
？
だ
ん
だ
ん
丸
く
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

こ
れ
を
数
学
的
に
は
「
表
面
積
が
一
定

の
時
、
体
積
が
一
番
大
き
い
の
は
球
で
あ

る
」
と
言
う
。
だ
か
ら
、
水
道
タ
ン
ク
や

ガ
ス
タ
ン
ク
は
丸
い
ん
だ
。
こ
の
こ
と
は

高
校
生
に
な
れ
ば
、
数
学
的
に
簡
単
に
証

明
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

で
も
、
円
は
た
く
さ
ん
集
ま

る
と
、
そ
の
間
に
す
き
間
が
で

き
て
無
駄
な
面
も
あ
る
。

だ
か
ら
、
ハ
チ
は
限
ら
れ
た

材
料
で
大
き
な
巣
が
で
き
る
よ

う
六
角
形
の
部
屋
を
作
っ
て
い

る
ん
だ
。

自
然
は
僕
た
ち
に
い
ろ
ん
な

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
自
然
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数
学
は
い
つ
も

僕
ら
の
身
近
に

あ
る

や
り
た
い
こ
と
を

早
く
見
つ
け
ろ
！

t「いいか、よく見ろよ！この中には丸いスポンジが
たくさん入っている。外側の輪をぎゅっと締めて圧力
をかけると、スポンジの１つひとつが六角形になる。
ハチの巣はこの考え方を応用しているんだ」

tピタゴラスの定理や因数分解

の公式は本当に正しいのか…？

秋山さんの教材を使うと、難

しい原理や公式のしくみも、実

際に目にして理解することがで

きます。

長
岡
の
少
年
少
女
諸
君
　
今
日
は
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。

僕
は
小
さ
い
こ
ろ
、
落
ち
着
き
が
な
く
、

人
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
ガ
キ
だ
っ
た
。

お
ま
け
に
知
能
テ
ス
ト
で
Ｉ
Ｑ
が
高
く
な

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
、
あ
ま
り
勉
強
を
し

な
く
て
す
む
学
校
に
行
っ
た
。
で
も
、
今

思
え
ば
と
て
も
楽
し
い
学
校
だ
っ
た
。

先
生
は
、
天
気
の
い
い
日
に
は
僕
ら
を

外
に
連
れ
出
し
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
。
あ
る
日
、
先
生
が
言
っ
た
。

「
セ
ミ
は
長
い
間
土
の
中
に
い
て
、
地

上
に
出
て
き
た
途
端
、
あ
っ
と
い
う
間
に

死
ん
で
し
ま
う
っ
て
こ
と
は
み
ん
な
知
っ

て
る
ね
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
ど
れ
く
ら
い
土

の
中
に
潜
っ
て
い
る
か
知
っ
て
る
か
？
答

え
は
ね
、
七
年
、
十
一
年
、
十
三
年
、
十

七
年
の
四
種
類
な
ん
だ
。

そ
こ
で
、
質
問
！
こ
の
四
つ
の
数
字
か

ら
何
が
思
い
浮
か
ぶ
か
な
」

「
何
も
浮
か
び
ま
せ
ん
」

「
君
た
ち
に
は
感
じ
る
心
が
足
り
ん
！

こ
の
四
つ
は
ど
れ
も
約
数
を
も
た
な
い
数
、

す
な
わ
ち
素
数
だ
ろ
う
。

セ
ミ
は
長
い
間
土
の
中
に
い
る
か
ら
、

地
上
に
出
て
く
る
時
は
大
発
生
す
る
ん
だ
。

例
え
ば
、
十
一
年
ゼ
ミ
と
十
三
年
ゼ
ミ
が

同
時
に
大
発
生
す
る
の
は
い
つ
か
？
十
一

と
十
三
の
最
小
公
倍
数
は
百
四
十
三
だ
か

ら
、
百
四
十
三
年
に
一
度
、
二
種
類
の
セ

ミ
が
大
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

で
も
、
仮
に
こ
の
周
期
が
一
年
少
な
い

十
年
と
十
二
年
だ
っ
た
ら
ど
う
だ
。
二
つ

の
数
の
最
小
公
倍
数
で
あ
る
六
十
年
後
に

は
大
発
生
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
。
大
発
生

が
起
こ
る
と
、
え
さ
が
不
足
し
て
、
共
食

い
を
始
め
る
か
ら
種
は
滅
び
る
。
そ
れ
が
、

六
十
年
に
一
回
起
こ
る
の
と
百
四
十
三
年

に
一
回
起
こ
る
の
と
で
は
、
セ
ミ
に
と
っ

て
ど
ち
ら
が
い
い
か
…
。
そ
ん
な
の
決

ま
っ
て
る
よ
な
。

セ
ミ
が
土
の
中
に
い
る
年
数
に
は
、

ち
ゃ
ん
と
訳
が
あ
る
ん
だ
」

ハ
チ
の
巣
が
な
ぜ
六
角
形
の
集
ま
り
な

の
か
、
知
っ
て
い
る
人
は
い
る
か
？
い
な

い
だ
ろ
う
。

ハ
チ
は
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
せ
っ

せ
と
部
屋
を
作
る
。
た
だ
何
と
な
く
作
っ
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自
然
の
掟
に
　
　
　

数
学
あ
り
!?

ハ
チ
の
巣
は
　

な
ぜ
六
角
形
か
？

数
学
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
へ

よ
う
こ
そ

「『
数
学
は
難
し
い
』っ
て
言
う
人
が
多
い
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
！
数
学
を
勉
強
し
て
い
る

と
、
い
ろ
ー
ん
な
不
思
議
が
見
え
て
く
る
ん
だ
…
」

子
ど
も
た
ち
に
数
学
や
理
科
の
楽
し
さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
の
一
環
と

し
て
始
ま
っ
た
「
理
数
科
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」。

今
月
は
、
数
学
者
の
秋
山
仁
さ
ん
が
自
ら
の
経
験
を
交
え
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
っ
て
く
れ
た
数

学
の
不
思
議
な
世
界
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

ん
み

な
数
学
が
好
き
に
な
る
…

tとっても気さくな秋山さん。
カメラに向かってハイ、ポー
ズ。（写真左は、北中学校３
年・福島慎也くん）

s宮内中学校３年の野口裕太
くんは、多角形の体積の求め
方を質問！

Ｑ：数学を楽しむにはどうしたらいいんですか？　　　　
（池田さん）

Ａ：数学の神秘をたくさん感じること。その
ために、自然をよーく観察することかな。
なぜシャボン玉は丸いのか、メガネをか
けると物がよく見えるのか…一生懸命考
えるとだんだんわかってくる。わかるって
ことが、楽しいんだよな。 （秋山さん）

！

！



僕
た
ち
兄
妹
は
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
二
台
の
ピ
ア

ノ
。
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
と
い
う
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
フ

ル
コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ
な
ん
だ
。
三
善
先
生
が
浜
松

ま
で
探
し
に
出
掛
け
て
、
五
台
の
仲
間
の
中
か
ら
選

ん
で
く
れ
た
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
丸
二
年
、
い
ろ
ん
な

人
に
弾
い
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
ん
な
響
き
を
み
な
さ

ん
に
お
届
け
し
て
き
た
。

そ
ん
な
僕
た
ち
を
主
役
に
し
た
「
響
き
合
う
ピ
ア

ノ
」
っ
て
い
う
公
演
が
開
か
れ
た
。
三
善
先
生
が
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
演
奏
者
を
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

び
、
指
導
し
て
、
そ
の
成
果
を
コ
ン
サ
ー
ト
で
発
表

し
よ
う
と
い
う
も
の
な
ん
だ
。

今
日
は
「
立
派
な
兄
」
っ
て
呼
ば
れ
て
い
る
僕
と
、

「
賢
い
」
と
い
わ
れ
て
い
る
妹
と
で
、
こ
の
公
演
の

こ
と
を
紹
介
し
よ
う
。

響
き
合
う
も
の
は
何
？

妹
●
お
兄
さ
ん
た
ら
、
立
派
だ
っ
て
三
善
先
生
に
い

わ
れ
て
い
い
気
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
。「
立

派
」
な
ん
て
自
分
で
い
っ
て
気
恥
ず
か
し
く
な
い
の
。

兄
●
お
前
だ
っ
て
「
賢
い
」
と
言
わ
れ
て
気
分
い
い

ん
だ
ろ
う
。

妹
●
も
ち
ろ
ん
よ
。
で
も
、
私
た
ち
の
話
よ
り
先
に
、

ど
ん
な
公
演
な
の
か
、
中
矢
館
長
に
紹
介
し
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

館
長
●
性
格
の
異
な
る
君
た
ち
二
台
の
ピ
ア
ノ
は
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
特
色
の
一
つ
で
す
。
そ
の
特
色
を

生
か
そ
う
と
い
う
企
画
が
こ
の
「
響
き
合
う
ピ
ア
ノ
」

だ
。
そ
れ
に
、
三
善
先
生
は
作
曲
家
な
ん
だ
け
ど
、

実
は
大
変
ピ
ア
ノ
が
う
ま
い
。
こ
れ
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
な
ん
で
す
。

響
き
合
う
っ
て
い
う
の
は
、
例
え
ば
、
ピ
ア
ノ
同

士
が
響
き
合
う
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
る
し
、
聴
く
人

と
演
奏
す
る
人
の
心
が
響
き
合
う
と
い
う
こ
と
も
あ

る
。
そ
う
し
た
”合
う
“
っ
て
い
う
こ
と
が
大
切
だ
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と
考
え
た
か
ら
で
す
。

そ
の
響
き
は
ホ
ー
ル
の
中
だ
け
で
な
く
、
聴
衆
を

通
じ
て
子
ど
も
た
ち
に
伝
わ
っ
て
い
く
こ
と
、
吸
収

さ
れ
て
い
く
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
ん
で
す
。
ぜ
ひ

そ
う
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

妹
●
で
も
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
音
楽
な
ん
で
す
か
？

館
長
●
ど
う
も
日
本
の
音
楽
教
育
は
ド
イ
ツ
音
楽
に

偏
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
音
楽
を
聴
く
機

会
も
少
な
い
。
あ
ま
り
や
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
取

り
上
げ
る
こ
と
も
意
義
が
あ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
ね
。

全
国
公
募
で
実
施

兄
●
全
国
公
募
し
た
の
は
？

館
長
●
昨
年
、
市
内
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
お
二
人
に
三
善

先
生
の
指
導
を
受
け
て
い
た
だ
い
た
ら
、
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
だ
っ
た
ら
、
い
ろ
ん
な
人
が
そ
の
場
面
に

立
ち
会
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
、
全
国
公
募
と
し
た

ん
で
す
。
先
生
も
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
全
国
か
ら
三
十

二
人
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
長
岡
の

人
は
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
高
い
レ
ベ
ル
の
人
た
ち
が
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
で

先
生
の
指
導
を
受
け
、
十
一
月
一
日
、
つ
ま
り
リ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
開
館
記
念
日
の
公
演
に
備
え
た
ん

で
す
。

公
開
リ
ハ
ー
サ
ル
　
音
を
紡
ぎ
だ
せ

妹
●
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
合
格
し
た
人
は
独
奏
者
八

人
と
連
弾
の
二
人
で
合
計
十
人
。

兄
●
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
き
は
、
僕
が
練
習
台
に
な
っ

た
ん
だ
。

ピ
ア
ノ
の
指
導
と
い
う
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
指
導
が

主
に
な
り
が
ち
だ
け
ど
、
三
善
先
生
は
違
う
。
単
に

テ
ク
ニ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
曲
の
構
造
に
ま
で
立

ち
入
っ
た
説
明
を
し
て
い
た
。
曲
へ
の
理
解
が
演
奏

者
の
心
の
奥
深
い
と
こ
ろ
ま
で
届
い
た
と
思
う
。

館
長
●
そ
う
だ
ね
。
演
奏
者
の
レ
ベ
ル
が
高
い
と
い

う
こ
と
は
、
指
導
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
演
奏

に
反
映
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

兄
●
先
生
は
教
え
る
こ
と
に
の
め
り
込
ん
で
い
ま
し

た
ね
。
僕
も
先
生
に
弾
い
て
も
ら
っ
て
自
分
の
出
す

響
き
に
ま
す
ま
す
自
信
を
持
っ
た
よ
。

妹
●
す
ぐ
う
ぬ
ぼ
れ
る
ん
だ
か
ら
。

兄
●
お
っ
と
、
九
州
か
ら
参
加
し
た
松
田
さ
ん
の
レ

ッ
ス
ン
が
始
ま
っ
た
。
ち
ょ
っ
と
三
善
先
生
の
指
導

の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

三
善
●
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
「
映
像
」
は
す
ご
く
表
現

が
難
し
い
。
譜
面
か
ら
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と

が
大
切
だ
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
こ
の
曲
に
大
変
な
自

信
を
も
っ
て
い
て
出
版
社
に
は
「
シ
ュ
ー
マ
ン
の
左
、

さ
も
な
け
れ
ば
シ
ョ
パ
ン
の
右
に
置
か
れ
る
べ
き
作

品
」
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
品
の
動
き
は
単

な
る
動
き
で
は
な
く
、
心
理
的
な
環
境
が
あ
り
、
内

的
な
生
命
が
あ
る
。
そ
れ
を
表
現
す
る
に
は
、
弾
く

前
に
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
な
く
て
は
だ
め
。

こ
の
曲
の
な
か
に
あ
る
も
の
を
弾
き
手
が
聴
き
手

に
伝
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。
例
え
ば
、
葉
越
し
に

松田亜有子さん（長崎の音楽大学在学中）
「あこがれの三善先生との出会いで魂が強烈に震
えたという感じでした。作曲家が魂を削って五線
紙に書いたものを、私も本当に表現しなければと
いう気持ちになりました」11月１日、公演直前の
コンサートホールで

指導する三善さんと押川さんs

「水の戯れ」はせせらぎ、ざわめき、噴
水、渦巻き、急流など水のあらゆる動態
を見事に描き切ったラベルの作品
「音色の変化がない。強弱の幅が狭い。
だから同じような感じになってしまう」
「しずくを表すところ、しずくは宙づり
なんです。あなたのは根を張っているよ
う」「いまのは良かった。水の流れが左
手のほうにあるからね」

２台のピアノのつぶやき

三善　晃さん
作曲家。長岡市芸術文化振興財団の
芸術顧問を務める。長岡大手高校、
旭岡中学校の校歌は三善さんの作曲
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押川珠里さん（福岡県出身）
英国王立音楽大学を卒業後、フランス・マルセイユ国立
音楽大学に入学。帰国後、コダーイ弦楽四重奏団と共演。
「音楽雑誌で三善先生のプロデュースで全員がフランス
音楽を弾くと知って応募しました。将来は、いろんなホー
ルでピアノを弾いていきたい」「本番では楽しく音を響か
せていこうと思っています」10月18日の公開リハーサルで



き
は
三
善
先
生
に
か
な
り
手
厳
し
い
こ
と
を
言
わ
れ

た
人
も
い
て
、
演
奏
者
と
し
て
心
配
も
し
て
い
ま
し

た
が
、
練
習
か
ら
本
番
へ
と
う
ま
く
持
っ
て
い
っ
た

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
暖
か
い
拍
手
で
雰
囲
気
も

良
か
っ
た
し
、
質
の
い
い
演
奏
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

金
子
●
兄
を
最
初
に
弾
い
た
と
き
の
印
象
は
、
重
い

っ
て
い
う
か
、
大
人
っ
ぽ
い
と
い
う
か
、
い
ろ
ん
な

響
き
の
出
る
ピ
ア
ノ
で
す
。
最
初
は
弾
き
こ
な
す
こ

と
が
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
妹
の
ほ
う
は
、
す
ご
く

素
直
。
響
き
が
均
一
で
、
弾
き
や
す
い
。

今
年
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
見
て
感
じ
た
こ
と
は
、
三

善
先
生
の
耳
の
良
さ
は
尋
常
で
は
な
い
っ
て
こ
と
で

す
ね
。

楽
譜
を
読
み
取
っ
て
一
音
一
音
を
表
現
す
る
こ
と
。

先
生
の
要
求
さ
れ
た
そ
の
レ
ベ
ル
は
非
常
に
高
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

出
演
者
の
み
な
さ
ん
は
、
強
い
言
葉
を
い
わ
れ
て

も
、
い
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
よ
く
先

生
の
要
求
を
く
ん
で
弾
い
て
い
ら
し
た
と
思
い
ま
す
。

本
番
で
は
、
緊
張
が
伝
わ
っ
て
き
た
人
も
い
ま
し

た
が
、
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
き
よ
り
よ
く
な
っ
て
い
て
、

良
か
っ
た
で
す
ね
。

今
回
の
よ
う
に
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
、
そ
の
成
果

を
発
表
で
き
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
長
岡
に

は
な
か
っ
た
機
会
で
す
ね
。

ホ
ー
ル
は
み
ん
な
の
財
産

兄
・
妹
●
本
当
に
い
い
機
会
だ
っ
た
よ
ね
。
三
善
先

生
は
ど
う
で
し
た
か
？

三
善
●
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
き
と
比
べ
て
、
み
ん
な
変

わ
っ
た
と
思
う
。
自
分
は
こ
う
弾
き
た
い
と
い
う
も

の
を
み
ん
な
が
出
し
て
く
れ
て
い
た
の
で
、
う
れ
し

か
っ
た
。

ま
た
、
今
回
の
公
演
は
と
て
も
雰
囲
気
が
良
く
、

参
加
さ
れ
た
人
た
ち
に
も
連
帯
感
が
生
ま
れ
て
き
ま

し
た
し
、
迎
え
る
財
団
の
ほ
う
も
対
応
が
良
か
っ
た

と
思
う
。

こ
れ
か
ら
の
ホ
ー
ル
は
地
域
社
会
に
親
し
ま
れ
、

そ
れ
と
一
緒
に
何
か
を
生
み
出
さ
な
く
て
は
意
味
が

な
い
。
市
民
の
み
ん
な
が
居
間
の
よ
う
に
使
っ
て
、

そ
の
人
た
ち
の
力
と
技
を
生
か
す
活
動
の
場
と
し
て

利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
…
。
ホ
ー
ル
も
ピ
ア
ノ
も
市
民

が
お
金
を
出
し
て
手
に
入
れ
た
財
産
で
す
。
い
わ
ば
、

自
分
の
家
を
開
放
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
か
ら
、
発

言
権
は
大
き
い
の
で
す
。
自
分
た
ち
の
声
を
生
か
し

て
欲
し
い
で
す
ね
。

財
団
は
、
そ
の
こ
と
に
心
を
向
け
な
い
と
い
け
ま

せ
ん
。

兄
●
僕
た
ち
が
主
役
と
い
う
の
は
、
大
き
な
勘
違
い

だ
な
。

妹
●
そ
う
よ
、
お
兄
さ
ん
。
私
た
ち
を
弾
い
て
く
だ

さ
る
人
た
ち
の
努
力
に
添
う
た
め
に
も
、
聴
き
に
き

て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
の
た
め
に
も
、
も
っ
と
い
い

響
き
を
出
さ
な
い
と
ね
。

兄
●
さ
す
が
賢
い
妹
。
演
奏
者
と
聴
衆
の
心
に
届
く

響
き
を
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に
広
げ
て
、
み
な
さ
ん
の

暖
か
い
拍
手
を
い
っ
ぱ
い
も
ら
い
た
い
か
ら
な
。
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▲長谷川紀子さん（希望が丘１）
コンサートホールとシアターができて、リリ
ックホールでいろんな分野の人と交流ができる
ようになりました。
催しには、お客さんと一体となって楽しむも
の、今回のような財団の活動を分かっていただ
くためのコンサートも必要です。私も財団の活
動にできるだけ協力していきたいと思います。

▲金子陽子さん（緑町１）
リリックでは澤カルテットの大関先生とデュオをやらせていただいたり、いろんな演奏会でピ
アノを弾かせてもらっています。ここでは性格の違うピアノを選べるので、使う側としてはあり
がたいですね。
財団の企画で、今年の６月にフランス歌曲の講習を声楽の人と一緒に受けました。リリックホ
ールは、世界中からいろんな人を呼んでくださいます。そういう機会を積極的に生かしていきた
いですね

▲三善先生、中矢館長と記念撮影（11月１日公演終了後）
ここで学んだことを今後の活躍につなげていってほしい（中矢館長・右端）

「響き合うピアノ」オーディション

応募者　独奏27人、連弾３組
審査　９月６日コンサートホールで実施
合格者　独奏８人、連弾１組
審査は三善先生と中矢館長、ピアニス
トの蓼沼恵美子さん、林由香子さんが務
めた。
長岡市からは５人の応募があったが、
残念ながら選ばれなかった。

聞
こ
え
て
く
る
鐘
の
音
、
葉
の
さ
ざ
め
き
や
鐘
の
音

が
わ
た
っ
て
く
る
途
中
の
い
ろ
ん
な
風
景
…

妹
●
う
ー
ん
。
す
ご
い
。
私
も
そ
う
い
う
響
き
を
出

し
た
い
な
ぁ
。

兄
●
六
時
間
を
超
え
る
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
っ
た
。
先
生

の
声
が
急
に
高
く
な
っ
た
り
、
大
き
く
な
っ
た
り
、

指
導
の
真
剣
さ
が
僕
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
ん
だ
。
僕

も
、
本
番
で
は
自
分
の
力
を
出
し
切
ろ
う
っ
て
い
う

気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
い
た
の
に
…
。

妹
●
残
念
で
し
た
。
公
演
の
と
き
は
、
ほ
と
ん
ど
私

の
出
番
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
ね
。

フ
ラ
ン
ス
音
楽
に
は
、
私
の
ほ
う
が
向
い
て
い
た

か
ら
選
ば
れ
た
ん
だ
と
思
う
わ
。
ド
イ
ツ
音
楽
な
ら

お
兄
さ
ん
だ
っ
た
と
思
う
け
ど
。

暖
か
い
拍
手
に
包
ま
れ
た
公
演

兄
●
ど
う
し
て
だ
と
思
い
ま
す
か
、
先
生
。

三
善
●
君
は
音
が
出
き
っ
て
、
力
強
い
。
自
分
の
能

力
が
き
ち
ん
と
発
揮
で
き
て
い
る
。
妹
は
秘
め
ら
れ

た
力
が
あ
る
。
質
の
良
さ
が
あ
る
ん
だ
。

妹
の
ほ
う
を
選
ん
だ
人
が
多
か
っ
た
の
は
、
今
回

の
よ
う
に
微
妙
な
響
き
を
出
す
に
は
、
弾
き
や
す

か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
最
後
の
一
人
は
君
を
選
ん

だ
。
曲
と
演
奏
者
が
君
の
個
性
に
合
っ
て
い
た
か
ら

だ
と
思
う
よ
。

兄
●
で
は
、
演
奏
を
終
え
た
出
演
者
の
声
を
聞
い
て

み
よ
う
。

松
田
●
三
善
先
生
が
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
感
じ
が

し
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
精
い
っ
ぱ
い
の
力
を
出

す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。
い
つ
も
だ
と
疲
れ
た
と
い
う
感
じ
が
先
に
立
つ

ん
で
す
が
、
拍
手
が
す
ご
く
暖
か
か
っ
た
か
ら
、
笑

顔
で
楽
屋
に
も
ど
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
公
演
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
希
望
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
長

岡
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

妹
●
聴
衆
の
み
な
さ
ん
に
は
、
ど
ん
な
印
象
だ
っ
た

の
か
な
。
私
た
ち
を
よ
く
弾
い
て
く
れ
る
お
二
人
に

お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
。

長
谷
川
●
ピ
ア
ノ
は
い
わ
ば
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う

な
も
の
で
、
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
性
格
の
違
っ
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
ピ
ア
ノ
と
相
性

が
よ
く
、
と
て
も
弾
き
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
ー
ル
は
私
た
ち
の
活
動
の
場
で
あ
り
、
発
表
の

場
で
す
。
発
表
と
い
う
過
程
に
は
、
今
回
の
出
演
者

の
よ
う
に
か
な
り
の
準
備
と
努
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

リ
ハ
ー
サ
ル
も
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
本
番
が
ど
う

な
る
の
か
な
と
足
を
運
び
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
よ

く
頑
張
っ
た
な
っ
て
思
い
ま
す
。
リ
ハ
ー
サ
ル
の
と
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拍手が暖かかったので、笑顔でもどれました。
演奏直後の松田さん（11月１日）s

▲
音譜の一つひとつに集中したレッスンs

10月18日リリックホール
コンサートホールで

２台のピアノのつぶやき
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水
。
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
が
29
年
ぶ

り
に
２
日
間
と
も
延
期
さ
れ
る
と
い
う
ア

ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
幹
セ
ン
タ
ー（
南

部
地
区
）
や
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
な
ど
、

市
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施
設
の
建
設
に

も
着
手
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
国
営
越
後
丘
陵
公
園

の
一
部
オ
ー
プ
ン
、国
際
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア

’98
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ａ
の
開
催
な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
一
年
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
長
岡
の
こ
の
一
年
を
、
市

政
を
中
心
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
英
語
版
「
米
百
俵
」
発
行
　
　
　
　
　
　
　

16
日

・
信
濃
川
流
域
広
域
幹
線
道
路
建
設
促
進

期
成
同
盟
会
発
足

22
日

・
市
議
会
定
例
会
（
30
日
ま
で
）

７
月

17
日

・
松
岡
達
英
の
世
界
展
（
８
月
９
日
ま
で
）

24
日

・
国
際
学
生
セ
ッ
シ
ョ
ン（
８
月
１
日
ま
で
）

29
日

・
市
議
会
７
月
臨
時
会

30
日

・
国
営
越
後
丘
陵
公
園
一
部
オ
ー
プ
ン

８
月

１
日

・
非
核
平
和
都
市
宣
言
市
民
の
集
い

・
長
岡
ま
つ
り
（
２
・
３
日
も
）

・
長
岡
戦
災
資
料
展
（
20
日
ま
で
）

・
河
井
継
之
助
展
（
９
月
30
日
ま
で
）

６
日

・
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
（
７
日
も
）

９
月

１
日

・
ス
ロ
ー
プ
付
き
軽
自
動
車
「
ハ
ー
ト
・

カ
ー
」
運
行
開
始
　
　
　
　
　
　
　
　

２
日

・
長
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

策
定
委
員
会
発
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
日

・
地
震
防
災
訓
練
　
　
　
　
　
　

９
日

・
長
岡
市
公
式
訪
問
団
、
ト
リ
ア
ー
市
・

バ
ン
ベ
ル
ク
市
へ
（
17
日
ま
で
）

25
日

・
市
議
会
９
月
定
例
会
（
10
月
７
日
ま
で
）

・
水
道
タ
ン
ク
が
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に

26
日

・
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
（
27
日
も
）

27
日

・
長
岡
交
響
楽
団
、
バ
ン
ベ
ル
ク
・
ユ
ー

ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
交
流
演
奏
会

10
月

３
日

・
地
球
に
や
さ
し
い
生
活
展
、す
こ
や
か
・

と
も
し
び
ま
つ
り
（
４
日
も
）

12
日

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
建
設
工
事
始
ま
る

16
日

・
国
際
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
17
日
も
）

18
日

・
三
島
億
二
郎
像
除
幕
式
　
　
　
　
　
　

19
日

・
行
財
政
改
善
推
進
市
民
委
員
会
発
足

22
日

・
南
部
基
幹
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
始
ま
る

30
日

・
バ
ン
ベ
ル
ク
市
民
訪
問
団
市
長
表
敬

・
バ
ン
ベ
ル
ク
交
響
楽
団
演
奏
会

11
月

１
日

・
秋
ま
つ
り
（
７
日
ま
で
）

・
中
村
孝
三
郎
展
（
29
日
ま
で
）

３
日

・
長
岡
市
表
彰
式
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
日

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
イ
ン

長
岡,
98
（
８
日
も
）

12
月

11
日

・
市
議
会
12
月
定
例
会
（
22
日
ま
で
）

12
日

・
消
防
音
楽
隊
創
設
30
周
年
記
念
演
奏
会
　
　

’98

▲長岡市行財政改善推進市民委員会発
足。改善が進んでいるか厳しくチェッ
クします（10月19日）。

▲６月15日、英語版
「米百俵」を発行！

▲新しく打ち上げられた花火の名前
は「ミラクルスターマイン」に！
（写真は、木津清次さん撮影の今年
度大賞受賞作品「Ｘ花火」）

▲７月30日、国営越後丘陵公園が一部オープン！また１つ、長岡の名所が増
えました。

▼今年で結成30周年を迎えた消防
音楽隊も記念イベントに参加！
（３月21日）

▼メインストリートは、大勢の市民で埋め尽くさ
れました（３月22日のメインストリート整備完
成記念イベントで）。

▲９月から運行が始まった「ハート・カー」
は、車いすに乗ったまま乗車できます。

今・年・の今・年・の
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平
成
十
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
わ
ず

か
と
な
り
ま
し
た
。
長
岡
市
は
今
年
も
市

民
参
加
を
得
な
が
ら
、
数
多
く
の
事
業
と

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

二
月
に
は
、
市
内
七
地
区
で
行
財
政
改

善
地
域
懇
談
会
を
開
催
。
効
率
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
確
立
す
る
た
め
に
、
多
く
の

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

各
界
各
層
と
の
懇
談
会
な
ど
も
積
極
的
に

行
い
、
そ
こ
か
ら
出
た
意
見
や
長
岡
市
行

財
政
改
善
推
進
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
も

と
に
、
三
月
に
「
長
岡
市
行
財
政
改
善
推

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

同
じ
く
三
月
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の

整
備
完
成
を
記
念
し
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
、
大
手
通
り
周
辺
は
大
勢
の
市
民
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

八
月
は
、
長
雨
の
た
め
に
信
濃
川
が
増

'98
市
政
日
誌

１
月

23
日

・
読
者
の
つ
ど
い
５
０
０
回
記
念
講
演
会

24
日

・
長
岡
文
化
創
造
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）

基
本
設
計
説
明
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
月

12
日

・
行
財
政
改
善
地
域
懇
談
会
（
23
日
ま
で
、

７
会
場
で
）

21
日

・
長
岡
雪
し
か
祭
り
（
22
日
も
）

22
日

・
越
後
地
酒
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
な
が
お
か

,98

３
月

６
日

・
市
議
会
３
月
定
例
会
（
26
日
ま
で
）

14
日

・
国
際
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ア,
98
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｏ

Ｋ
Ａ
プ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

20
日

・
長
岡
オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
進
出
企

業
調
印
式

21
日

・
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
整
備
完
成
記
念
イ

ベ
ン
ト
（
22
日
も
）

30
日

・
寿
ご
み
焼
却
施
設
竣
工
式

31
日

・
長
岡
市
行
財
政
改
善
推
進
計
画
策
定
　
　
　

・
長
岡
市
児
童
育
成
計
画
策
定
　
　
　
　
　
　

・
「
ふ
る
さ
と
長
岡
の
人
び
と
」
発
行

４
月

１
日

・
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関

す
る
条
例
、
長
岡
市
防
犯
推
進
に
関
す

る
条
例
施
行

３
日

・
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ふ
そ
き
開
所
式
　

・
長
岡
造
形
大
学
・
大
学
院
入
学
式

10
日

・
南
地
域
図
書
館
オ
ー
プ
ン

17
日

・
町
内
会
長
会
議

19
日

・
宮
本
公
民
館
・
児
童
館
・
地
区
福
祉
セ

ン
タ
ー
竣
工
式

５
月

３
日

・
成
人
式

９
日

・
「
長
岡
の
人
材
教
育
」
本
格
実
施

13
日

・
長
岡
市
国
際
化
推
進
プ
ラ
ン
策
定

20
日

・
長
岡
造
形
大
学
大
学
院
開
設
記
念
式
典

23
日

・
花
い
っ
ぱ
い
フ
ェ
ア,
98
（
24
日
も
）

６
月

９
日

・
長
岡
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
発

足

10
日

・
フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
で
、
フ
ォ
ー
ト
ワ

ー
ス
長
岡
週
間
開
催
（
17
日
ま
で
）

13
日

・
長
岡
駅
開
業
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
（
14
日
も
）

15
日

・
米
百
俵
賞
贈
呈
式

ながおか

▲中村真衣さんが、オーストラリアで開かれた世界選手権
大会で３つのメダルを獲得しました（写真は１月20日、長
岡駅で歓迎を受ける真衣さんと竹村吉昭コーチ）。

▼寿ごみ焼却施設が新しく完成。24時間運
転可能の焼却炉の壁画には、市内小学生の
描いた絵が採用されました（３月30日）。

▲昭和２年の完成以来、市民に親し
まれている水道タンクが９月25日、
国の登録有形文化財に…。

▲３カ月間にわたって開催された国際デザインフェ
ア’98ＮＡＧＡＯＫＡ。市民の参加を得て、多くの成
果が生まれました（10月16日、長岡デザイン展で）。

▲日浦市長をはじめとする訪問団、
約60人が９月に友好都市トリアー・
バンベルク両市を訪問しました
（写真は、訪問の記念にサインをす
る日浦市長。隣はバンベルク市長）。

・で・き・ご・と・で・き・ご・と

▼開校５年目を迎えた長岡造形大
学。今年４月には大学院を開設し
ました。
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▲南部体育館のマスターズスポーツクラブで（11月18日）

寒ーい冬は、つい家の中にとじこもり、運動不足になり
がち。各体育館のスポーツ教室に参加して、気持ちよく
汗を流しませんか！
〈初回に持参するもの〉
・参加料・運動できる服装・内履きの運動靴・タオル
・体育館使用料（市民体育館、南部体育館のみ）…大人１回券１５０円
（６５歳以上１００円）、小学生５０円、半年会員券、年間会員券、３か
月会員券もあります
・顔写真１枚（縦５㎝×横４㎝、裏に氏名を記入）
・連絡用封筒10枚（親子・幼年体育教室を除くすべて）…住所・氏名
を記入して80円切手を貼ったもの

内　容�

教室名�

対　象�

定　員�

期　間�

時　間�

内　容�

参加料�

申し込み�

教室名�

対　象�

定　員�

期　間�

時　間�

参加料�

申し込み�

内　容�

教室名�

対　象�

定　員�

時　間�

参加料�

申し込み�

北部スポーツクラブ�
親子ふれあいコース�

３・４歳児と保護者�

２０組�

期　間�１月１３日～３月２４日の毎週水曜日�

1／13～3／10�
毎週水曜日�

1／13～3／10�
毎週水曜日�

1／22～3／19�
毎週金曜日�

1／12～3／ 9�
毎週火曜日�

1／14～3／18�
毎週木曜日�

１５：３０～１６：３０�
親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、
投げるなど、発達段階に応じた基礎�
運動、リズム体操など。　�

４，０００円�

１２月１５日c午前９時から�
電話で北部体育館†２４・６１１６へ�

親 子 体 育 教 室� 幼 年 体 育 教 室�

め　ば　え� ひ　よ　こ� つ　ば　さ�

ス ポ ー ツ ク ラ ブ�

レディース�マスターズ�

平成６年４月２日～８年�
４月１日までに生まれた�
子どもとその保護者　　�

平成４年４月２日～６年�
４月１日までに生まれた�
子どもとその保護者　　�

１５組� １５組�５　組� ５　組�

１６：００～１７：００�１０：３０～１１：３０�

親と子のスキンシップ。走る、跳ぶ、投げる�
など、発達段階に応じた基礎運動。ボールや�
マットを使った運動、リズム体操など。�

　４，０００円（体育館使用料は別）�

1／14～3／18�
毎週木曜日�

1／22～3／19�
毎週金曜日�

１０人�１５人� ２０人�

１６：００～１７：００�

３，０００円（体育館使用料は別）�

�
小学校１年生から３年生�

・器具を使った基礎運動�
・集団あそび�
・各種スポーツ・ゲーム�

1／12～3／16�
毎週火曜日�

1／22～3／19�
毎週金曜日�

1／11～3／16�
毎週月曜日�

1／ 7～3／18�
毎週木曜日�

１０人� ４０人�１５人� ８０人�

１０：００～１１：３０�１３：３０～１５：００�

　４，０００円（体育館使用料は別）�

�
女　　性�

・各種体操�
・各種軽スポーツ�
（ソフトバレーボール、卓球、バドミントン、�
　ミニテニス）�

�
おおむね５５歳以上�

１２月１４日b午前８時３０分から電話で市民体育館†３４・２７００へ�

１月12日～３月16日�
毎週火曜日�

１月７日～３月18日�
毎週木曜日�

１月１１日～３月１５日�
毎週月曜日�

親 子 体 育 教 室�
婦人スポーツクラブ�

火曜日コース� 木曜日コース�

　３・４歳児と保護者（おじいちゃん・おばあちゃん大歓迎）�

１０組� １０組�

１０：３０～１１：３０� １０：００～１１：３０�
・親子のスキンシップ体操�
・リズム体操　・各種ゲーム�

・各種スポーツ・ゲーム�
・エアロビックな運動�
　４，０００円（体育館使用料は別）�

１２月１５日c午前９時から電話で南部体育館†３９・３６００へ�

女　　　性�

５０人�
１月１３日～３月１７日�

毎週水曜日�

マスターズスポーツクラブ�

１３：３０～１５：００�
・健康体操�
・各種スポーツ・ゲーム�

おおむね５５歳以上の男女�

３０人�
１月８日～３月１９日�

毎週金曜日�

エアロビックダンスクラブ�

１０：００～１１：００�
・エアロビックダンス�
・ストレッチ体操�

どなたでも�

３０人�

水曜コース�金曜コース�火曜コース�木曜コース�水曜コース�木曜コース�金曜コース�月曜コース�木曜コース�火曜コース�金曜コース�

コ ー ス� 時　　間� 曜　　日� 参加料（月）� 定　員�

午前　　　�
週１コース�

午前　　　�
フリーコース�

午後　　　�
週１コース�

午後　　　�
フリーコース�

１０：００�
�

１１：３０�

１９：００�
�

２０：３０�

〜�

〜�

火・木・土の�
いずれか１回�

火・木・土�

火・木の　　�
いずれか１回�

火・木�

１,０００円�

２,０００円�

１,０００円�

２,０００円�

１５人�

ス
ポ ー ツ 教 室 へ
ど う ぞ！

市
民
体
育
館

南
部
体
育
館

北
部
体
育
館

エアロビックウェルネスクラブ会員募集
会　　場 サンライフ長岡サブトレーニング室
申し込み 直接会場で（†36・7200） ※会場使用料は別

日
時
＝
平
成
11
年
１
月
９
日
g
午
後
２
時

か
ら
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
　
チ
ー
ム
＝

第
１
試
合
…
新
日
鐵
×
Ｎ
Ｅ
Ｃ
、
第
２
試

合
…
富
士
フ
イ
ル
ム
×
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
海
　
入

場
料
＝
Ｓ
席
指
定
３
、５
０
０
円
、
Ａ
席
指

定
２
、５
０
０
円
、
一
般
自
由
２
、０
０
０
円
、

高
校
生
自
由
１
、５
０
０
円
、
小
中
学
生
自

由
１
、０
０
０
円（
12
月
５
日
午
後
１
時
か
ら

市
民
体
育
館
で
発
売
）

問
い
合
わ
せ
＝

市
民
体
育
館
1
34
・
２
７
０
０
、
県
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
・
関
矢
さ
ん
1
27
・
０
８
３
４

日
時
＝
毎
月
第
１
・
３
水
曜
日
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
参

加
料
＝
１
回
３
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝

寺
井
敦
子
さ
ん
1
27
・
１
６
５
４

日
時
＝
12
月
16
日
d
午
後
１
時
30
分
か
ら

内
容
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
、
歴
史
へ
の
招
待

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
東
北
電
力
ら
ぷ
ら

す
1
36
・
０
０
３
０

日
時
＝
12
月
13
日
a
午
後
２
時
〜
４
時
30

分
　
会
場
＝
Ｇ
・
Ｌ
・
Ｏ
ホ
ン
ポ
２
階
ホ
ー

ル
（
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
）

問
い
合

わ
せ
＝
ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
江

口
郁
子
さ
ん
1
28
・
０
５
７
３

売
上
金
３
９
５
、
７
７
３
円
は
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
＝
す
み
れ
の
会
代
表
・
竹
田

文
子
さ
ん
1
35
・
６
１
１
８

期
日
＝
１
月
24
日
a

会
場
＝
北

部
体
育
館
　
種
目
＝
小
学
生
（
４

年
生
以
上
）
の
部
、
中
学
生
男
子
・

女
子
の
部
、
高
校
生
男
子
・
女

子
の
部
　
参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
３
、

０
０
０
円
、
個
人
戦
の
み
参
加
す

る
人
は
１
人
３
０
０
円
を
当
日
会

場
へ
　
申
し
込
み
＝
各
体
育
館
に

あ
る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
１
月
12
日
c
ま
で
に
〒

９
５
５
―

０
８
５
２
三
条
市
南
四

日
町
１
の
１
の
10
三
条
高
校
石
澤

聡
さ
ん
へ
郵
送

期
日
＝
１
月
23
日
g
・
24
日
a

会
場
＝
市
営
ス
キ
ー
場
　
内
容
＝

県
出
身
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー

に
よ
る
レ
ッ
ス
ン
、
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
　
参
加
料
＝
１
１
、０
０
０

円（
リ
フ
ト
代
含
む
）
対
象
＝
プ

ル
ー
ク
ボ
ー
ゲ
ン
が
で
き
る
中
学

生
以
上
　
定
員
＝
１
２
０
人
　
申

し
込
み
＝
１
月
11
日
b
ま
で
に
長

岡
ス
キ
ー
協
会
事
務
局
1
35
・
２

２
０
９
へ

ハ
ー
ブ
が
香
る
リ
ー
ス
で
ク
リ

ス
マ
ス
を
彩
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
17
日
e
①
午
前
10

時
〜
正
午
②
午
後
７
時
〜
９
時

会
場
＝
中
央
公
民
館
工
作
室

講

師
＝
ハ
ー
ブ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

長
沢
喜
美
さ
ん
　
参
加
料
＝
３
、５

０
０
円
　
定
員
＝
各
15
人
　
申
し

込
み
＝
12
月
10
日
e
か
ら

日
時
＝
12
月
16
日
d
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
講
座
室

１
　
対
象
＝
２
・
３
歳
児
と
保
護
者

当
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
整
理

券
を
配
付
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
25
日
f
午
後
２
時
〜

３
時
20
分
　
会
場
＝
講
堂
　
内
容

＝
「
そ
れ
い
け
！
あ
ん
ぱ
ん
マ
ン

キ
ラ
キ
ラ
星
の
涙
」

分
〜
２
時
30
分
　
対
象
＝
小
・
中

学
生
ま
た
は
親
子

日
時
＝
12
月
23
日
-
午
前
９
時
30

分
〜
11
時
30
分
　
対
象
＝
小
学

生
〜
高
校
生
　
申
し
込
み
＝
12
月

20
日
a
ま
で

日
時
＝
１
月
５
日
c
午
前
10
時
〜

11
時（
団
体
）、
午
後
２
時
30
分
〜

５
時（
一
般
）

日
時
＝
１
月
10
日
a
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
　
対
象
＝
小
学
４

年
生
〜
高
校
生
　
申
し
込
み
＝
１

月
７
日
e
ま
で

参
加
人
数
に
よ
り
対
局
方
法
を

決
定
し
ま
す
。

日
時
＝
１
月
15
日
-
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
　
対
象
＝
小
学
生
〜
高

校
生
　
申
し
込
み
＝
１
月
10
日
a

ま
で参

加
者
に
は
家
計
簿
を
差
し
上

げ
ま
す
。

テ
ー
マ
＝
「
不
況
時
代
を
乗
り
切

る
生
活
設
計
」

日
時
＝
12
月
17

日
e
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
　
会

場
＝
厚
生
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

講
師
＝
貯
蓄
生
活
設
計
一
般
推
進

員
・
土
田
幸
雄
さ
ん
　
定
員
＝
50

人

日
時
＝
12
月
23
日
-
・
24
日
e
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
　
参
加
料
＝

５
０
０
円
　
定
員
＝
20
人
　
申
し

込
み
＝
12
月
10
日
e
午
前
９
時
か

ら
簡
単
な
手
品
を
覚
え
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
12
月
12
日
g
午
後
１
時
30
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お知らせ�

人口と世帯数 住民基本台帳登録数10.11.１（前月比）

191,266人 94,170人 97,096人 63,652世帯
（＋196） （＋107）（＋84）（＋112）

ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー

†
DE.

V
T
W
Q

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー

†
DE.

R
T
Q
V

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

†
DC.

Q
Q
S
S

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）
†
DE.

S
X
Q
Q

中
央
図
書
館
†
DC.

Q
W
V
Y

中
央
公
民
館
†
DC.

Q
U
T
X

スポーツ�

催 し�

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

●
「
手
打
ち
そ
ば
」
教
室

●
手
品
教
室

●
百
人
一
首
教
室

●
百
人
一
首
大
会

●
新
年
初
泳
ぎ

●
新
年
将
棋
大
会

●
く
ら
し
の
講
座

●
ハ
ー
ブ
リ
ー
ス
教
室

●
親
子
お
は
な
し
工
作
教
室

ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

●
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
に
よ
る

映
画
会

●
市
民
体
育
祭
剣
道
大
会

●
全
日
本
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
タ
ー

と
滑
ろ
う
！

■
Ｖ
リ
ー
グ
男
子
長
岡
大
会

■
初
心
者
ス
ペ
イ
ン
語
会
話
教
室

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
を
見
る
会
（
無
料
）

■
世
界
の
歌
と
こ
と
ば
で

遊
ぼ
う
（
無
料
）

■
衣
料
品
リ
サ
イ
ク
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

セ
ー
ル（
10
月
21
日
・
22
日
開
催
）へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

市からのお知らせ�

ＢＳＮラジオ「長岡市だより」�
毎週月～金曜日の　　　　　　　　�
　　　　午後２時４５分から２分間�

長岡ケーブルテレビ�
「長岡市のお知らせ」�
毎週月曜日の午後６時７分から４分間�

長岡市ホームページアドレス�
http://www.city.nagaoka.niigata.jp



会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
問
い
合
わ

せ
＝
悠
久
荘
心
理
室
・
服
部
さ
ん
、
高
橋

さ
ん
1
24
・
３
９
３
０

日
時
＝
12
月
14
日
b
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
　
内
容
＝
精
神
科
医
に
よ
る
精
神
一
般

会
場
・
申
し
込
み
＝
長
岡
保
健
所
1
33
・

４
９
３
１

12
月
の
内
容
＝
機
械
製
図
、
空
気
圧
技
術
、

品
質
管
理
の
た
め
の
統
計
学
入
門
ほ
か

定
員
＝
各
コ
ー
ス
10
人
　
申
し
込
み
＝
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
1
37
・
０
４
５
０

プ
事
故
の
危
険
も
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

次
の
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ

①
雪
道
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
装
着

②
無
理
な
追
い
越
し
は
し
な
い

③
安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を
守

る
④
迷
惑
駐
車
は
し
な
い

⑤
飲
酒
運
転
は
し
な
い

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

①
飛
び
出
し
は
し
な
い

②
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は
し
な

い
担
当
＝
防
災
課
1
39
・
２
２
０
６

い
。

期
間
＝
12
月
25
日
〜
来
年
３
月
24

日
（
期
間
中
の
出
し
入
れ
は
で
き

ま
せ
ん
）

料
金
＝
自
転
車
３
、０

０
０
円
、
バ
イ
ク
４
、５
０
０
円

申
し
込
み
・
搬
入
＝
12
月
15
日
c

〜
25
日
f
に
直
接
駐
車
場
へ

問

い
合
わ
せ
＝
東
口
自
転
車
駐
車
場

1
34
・
１
６
７
８
、
大
手
口
駐
車

場
1
33
・
２
３
４
５

市
内
で
の
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
冬
に
向
け
て
積

雪
や
路
面
の
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
、

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
各
種
行
政

施
策
等
の
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ

ま
す
。

12
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
に
か

け
て
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当
＝
庶
務
課
1
39
・
２
２
４
８

長
岡
駅
東
口
自
転
車
駐
車
場

（
地
上
）
で
は
、
冬
期
間
、
自
転

車
と
バ
イ
ク
（
50
㏄
以
下
）
を
お

預
か
り
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ

製
造
業
の
全
事
業
所
を
対
象
に
、

12
月
31
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
工

業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
実
態
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くらし�

●
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

●
自
転
車
・
バ
イ
ク
を

冬
期
間
預
か
り
ま
す

●
ス
ト
ッ
プ
！
交
通
死
亡
事
故

■
精
神
保
健
福
祉
相
談
（
無
料
）

■
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

雇用・職業相談会
日時＝12月14日b午後１時30分～４時
会場＝ハイブ長岡２階会議室「けやき」
内容＝長岡公共職業安定所、長岡労政
事務所、長岡労働基準監督署の職員に
よる就職・雇用・労働に関する合同相
談会　問い合わせ＝商業振興課139・
２２２８

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
は
、
晩
秋

に
な
る
と
出
て
く
る
花
の
よ
う
に

見
え
る
胞
子
葉
が
、
食
用
の
ワ
ラ

ビ
に
似
て
い
る
の
で
名
づ
け
ら
れ

た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
ワ
ラ
ビ

と
は
全
く
別
の
植
物
で
、
ハ
ナ
ヤ

ス
リ
科
の
多
年
草
で
す
。

こ
の
仲
間
に
は
、
オ
オ
バ
ハ
ナ

ワ
ラ
ビ
、
ア
カ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
、
エ

ゾ
フ
ユ
ワ
ラ
ビ
、
ヒ
メ
ハ
ナ
ワ
ラ

ビ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ナ
ツ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ

は
こ
れ
ら
に
似
て
い
ま
す
が
、
葉

や
胞
子
葉
が
夏
に
茂
り
ま
す
。

自
生
地
は
里
山
の
林
や
そ
の
周

辺
な
ど
で
、
特
に
杉
林
に
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

地
上
部
は
、
夏
に
な
る
と
枯
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
高
さ
は
30
〜
40

㎝
、
葉
や
茎
は
毛
が
な
く
茎
は
地

下
茎
か
ら
伸
び
、
地
上
に
出
る
と

す
ぐ
二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

一
つ
は
普
通
葉（
栄
養
葉
）、
も

う
一
つ
は
胞
子
を
つ
け
る
胞
子
葉

に
な
り
ま
す
。
胞
子
葉
は
先
の
方

が
穂
状
に
分
か
れ
て
、
普
通
葉
の

２
倍
く
ら
い
の
高
さ
に
な
り
ま
す
。

ア
ワ
粒
状
の
黄
色
い
胞
子
が
入
っ

た
袋
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
、
ワ
ラ
ビ
に
似
て
い
ま
す
。

一
般
に
山
野
草
は
、
室
内
に
置

く
と
傷
む
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

や
や
日
陰
に
自
生
す
る
植
物
の
中

で
も
、
フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
は
室

内
に
飾
っ
て
も
長
く
楽
し
め
、
花

姿
に
は
雅
趣
が
あ
り
ま
す
。

（
鉢
作
り
）
庭
植
え
に
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
観
賞
期
間
が
主

に
冬
期
な
の
で
、
鉢
作
り
に
し
て

10
㎝
ほ
ど
の
草
丈
に
育
て
た
寄
せ

植
え
が
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

（
鉢
と
用
土
）
フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ

ビ
は
水
湿
を
好
む
一
方
、
過
湿
を

嫌
う
の
で
、
水
は
け
が
よ
く
通
気

性
、
保
水
性
の
よ
い
状
態
に
す
る

こ
と
が
栽
培
の
コ
ツ
で
す
。
鉢
は

中
深
鉢
が
育
て
や
す
い
で
し
ょ
う
。

用
土
は
富
土
砂
と
桐
生
砂
を
等

量
混
合
し
た
も
の
か
、
そ
れ
に
水

ゴ
ケ
を
２
、
３
割
混
用
す
る
と
締

ま
っ
て
生
育
し
ま
す
。

（
置
き
場
所
）
地
上
部
が
枯
れ
る

休
眠
期
は
、
鉢
物
の
棚
下
な
ど
に

置
き
ま
す
が
、
過
湿
に
な
る
と
腐

り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

秋
は
棚
上
に
出
し
ま
す
が
、
強

い
風
と
直
射
日
光
を
嫌
う
の
で
、

風
の
当
た
ら
な
い
半
日
陰
で
管
理

し
ま
し
ょ
う
。
強
い
直
射
日
光
を

受
け
る
と
、
濃
緑
色
の
葉
色
が
茶

褐
色
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

（
水
や
り
）
休
眠
期
は
や
や
湿
る

程
度
。
芽
出
し
期
か
ら
は
、
他
の

山
野
草
と
同
じ
く
ら
い
与
え
ま
し

ょ
う
。

（
肥
料
）
生
育
期
に
は
、
薄
い
液

肥
を
時
々
与
え
る
程
度
。
葉
面
散

布
肥
料
を
併
用
す
る
の
も
よ
い
で

し
ょ
う
。

（
繁
殖
）
株
分
け
が
主
で
す
が
、

繁
殖
は
割
合
難
し
く
、
胞
子
繁
殖

も
可
能
で
す
が
、
生
長
が
遅
い
よ

う
で
す
。

（
病
害
虫
の
防
除
）
芽
出
し
の
初

期
に
は
、
ナ
メ
ク
ジ
や
カ
タ
ツ
ム

リ
な
ど
が
好
ん
で
食
べ
る
の
で
、

捕
殺
し
た
り
グ
リ
ー
ン
ベ
イ
ト
な

ど
の
誘
引
殺
虫
剤
を
散
布
し
ま
し

ょ
う
。

花
植
え
や
種
ま
き
の
時
期
な
ど

の
作
業
日
程
が
よ
く
わ
か
る
「
花

い
っ
ぱ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
」
が
で
き

ま
し
た
。
企
画
・
監
修
は
、
花
の
愛

好
家
団
体
・
花
っ
子
倶
楽
部
（
小

川
慶
子
代
表
）、執
筆
は
園
芸
教
室

で
お
な
じ
み
の
小
林
正
夫
さ
ん
で

す
。カ

レ
ン
ダ
ー
は
一
九
九
九
年
と

二
〇
〇
〇
年
の
二
年
分
で
、
作
業

記
録
を
書
き
込
め
ま
す
。
頒
布
価

格
は
一
部
千
四
百
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
小
川
さ
ん
1

36
・
２
５
２
５
、
FAX
33
・
２
５
２

５
へ
ど
う
ぞ
。

北
か
ら
南
へ
、
山
か
ら
里
へ
と
進
む
紅
葉
前
線
。
そ
の
前
線

が
到
来
す
る
こ
ろ
に
な
る
と
、
休
眠
か
ら
目
を
さ
ま
す
植
物
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
「
常
蕨
」、「
寒
蕨
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、

山
野
草
の
盆
栽
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
、
フ
ユ
ノ
ハ
ナ

ワ
ラ
ビ
で
す
。

今
月
は
フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
の
紹
介
で
す
。

貴
重
な
冬
の
山
野
草
フ
ユ
ノ
ハ
ナ
ワ
ラ
ビ
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栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

●
花
い
っ
ぱ
い
カ
レ
ン
ダ
ー
が

で
き
ま
し
た
！

と
こ
わ
ら
び

か
ん
わ
ら
び

▲フユノハナワラビ

▼毎月、四季折々の
花が楽しめます。

日
時
＝
12
月
11
日
f
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
　
参

加
料
＝
３
、０
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
グ

ロ
ー
バ
ル
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1
33
・
９
０

１
８

採
用
予
定
日
＝
平
成
11
年
１
月
以
降
　
職

種
と
人
員
＝
看
護
婦（
士
）
准
看
護
婦
（
士
）

４
人
　
受
け
付
け
＝
12
月
20
日
a
ま
で

問
い
合
わ
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
み

し
ま
園
内
法
人
事
務
局
1
42
・
３
１
３
１

日
時
＝
平
成
11
年
１
月
13
日
d
午
後
１
時

30
分
〜
４
時
　
会
場
＝
長
岡
保
健
所
　
相

談
内
容
＝
更
年
期
障
害
ほ
か
　
相
談
担
当

＝
新
潟
大
学
産
婦
人
科
医
師
　
相
談
方
法

＝
個
別
面
接
（
１
人
30
分
程
度
）

申
し

込
み
＝
１
週
間
前
ま
で
に
長
岡
保
健
所
地

域
保
健
課
1
33
・
４
９
３
１
へ

募
集
人
員
＝
１
年
生
１
２
０
人
（
附
属
長

岡
小
学
校
か
ら
の
連
絡
入
学
者
約
80
人
を

含
む
）

対
象
＝
平
成
11
年
３
月
小
学
校

卒
業
見
込
み
で
、
自
宅
か
ら
１
時
間
以
内

で
通
学
で
き
る
人
　
申
し
込
み
＝
所
定
の

用
紙
（
12
月
24
日
e
ま
で
附
属
長
岡
校
園

事
務
室
1
32
・
４
９
５
６
で
直
接
交
付
）

で
　
出
願
期
間
＝
12
月
14
日
b
〜
25
日
f

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

不
登
校
や
発
達
障
害
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
人
・
家
族
の
相
談
に
、
精
神
科
医
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
臨
床
心
理
員
な
ど

が
個
別
に
応
じ
ま
す
（
秘
密
は
厳
守
）。

日
時
＝
12
月
11
日
f
午
後
２
時
〜
４
時

児
科
医
・
病
院
で
健
康
診
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
曜
日
・
時
間
は
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
照
　
持
ち
物

＝
受
診
票
（
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま
す
）、母
子
健

康
手
帳
・
保
険
証
、
赤
ち
ゃ
ん
の

尿
（
９
か
月
児
の
み
）

肥
満
度
20
％
以
上
、
ま
た
は
高

脂
血
症
（
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
・
中
性
脂
肪
が
多
い
）
の
人

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
12
月
11
日
f
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分
　
会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
体
脂
肪
測

定
、
運
動
指
導
、
調
理
実
習
、
講

義
「
内
臓
肥
満
撃
退
！
血
液
を
さ

ら
さ
ら
キ
レ
イ
に
保
つ
た
め
に
」

定
員
＝
40
人
　
参
加
料
＝
５
０
０

円

日
時
＝
12
月
16
日
d
午
後
１
時
15

分
〜
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ

ー
　
担
当
＝
精
神
保
健
福
祉
相
談

員
、
保
健
婦

家
庭
や
職
場
で
健
康
診
査
を
受

け
る
機
会
の
な
い
、
昭
和
34
年
４

月
２
日
〜
56
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
が
対
象
で
す
。

日
時
＝
12
月
16
日
d
・
17
日
e
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
＝
健

康
セ
ン
タ
ー
　
内
容
＝
血
圧
測
定
、

尿
、
肥
満
、
貧
血
、
高
脂
血
症
な

ど
の
検
査
　
申
し
込
み
＝
会
場
で

平
成
10
年
９
月
生
ま
れ
の
赤
ち

ゃ
ん
、
平
成
10
年
３
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
は
、
生
後
３
か
月
、
９

か
月
に
な
っ
て
か
ら
、
市
内
の
小

子
宮
頸
部
が
ん
…
１
、７
０
０
円
、

子
宮
頸
部
・
体
部
が
ん
…
２
、５
０

０
円
、
乳
が
ん
…
７
０
０
円

肥
満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
な
ど
の
人
の
食
事
、
か
ら

だ
や
心
の
心
配
ご
と
、
健
康
に
関

す
る
こ
と
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

前
日
ま
で
に
電
話
予
約
の
う
え
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

女
性
の
た
め
の
検
診
で
す
。
友

達
を
誘
っ
て
み
ん
な
で
受
け
ま
し

ょ
う
。
市
内
の
医
療
機
関
（
子
宮

が
ん
は
産
婦
人
科
、
乳
が
ん
は
外

科
）
で
直
接
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
30
歳
以
上
　
期
間
＝
平
成

11
年
２
月
27
日
g
ま
で
　
料
金
＝

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

健 康�
健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

†
DC.

V
Q
Q
Q

●
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

●
女
性
健
康
診
査
（
無
料
）

●
３
か
月
児
・
９
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

●
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

■
劇
団
道
化
公
演
　
ピ
ア
ニ
ャ
ン

■
社
会
福
祉
法
人
長
岡
三
古
老
人
福
祉
会

看
護
職
員
募
集

■
女
性
の
た
め
の
健
康
相
談

■
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
附
属

長
岡
中
学
校
生
徒
募
集

■
子
ど
も
相
談
会
（
無
料
）

��
��
��
��

��
��
��
��

��
��
��
��
��

��
��
��
��
��

日時＝１月４日b午前11時30分から　
会場＝厚生会館大ホール
会費＝１人５００円　
申し込み＝12月14日bまでに会費を添え
て秘書課139・２２００または長岡商工
会議所１階受付132・４５００へ

新年賀詞交換会

１／２
g

９�
g

31�
a

ダ
イ
エ
ー
長
岡
店�

ジ
ャ
ス
コ
長
岡
店�

ハ
イ
ブ
長
岡�

午
前
　
時
〜
11
時
30
分�

午
後
１
時
30
分
〜
４
時�

午
前
　
時
〜
正
午�

午
後
１
時
〜
４
時�

期
日�

会

場�
時
　
　
間�

1010

1２９・7711
■ジュニア・リリック・コンサート
日　時 12月20日a午後１時30分開演
会　場 リリックホール　コンサートホール
出　演 音楽を勉強中の市内の小・中・高・大学生
料　金 無料（入場整理券が必要。リリックホール、

市立劇場、市内各プレイガイドにあります）

■リリック・アソシエイト・アンサンブル
（SAWA QUARTET）定期演奏会
クリスマス・コンサートwith仲道郁代

（ピアノ）
日　時 12月23日-午後３時開演
会　場 リリックホール　コンサートホール
曲　目 シューマン／ピアノ五重奏曲　変ホ長調ほか
料　金 全席自由一般３，０００円、学生１，５００円

（当日各５００円増）

■アンサンブル講習会発表会
日　時 １月10日a午後２時開演
会　場 リリックホール　コンサートホール
曲　目 モーツァルト／ディヴェルティメント　ヘ

長調Ｋ138Ｊ．Ｓ．バッハ／ブランデンブルク
協奏曲第３番　ト長調ほか

料　金 無料

■長岡少年少女合唱団団員募集
練習日 毎週土曜日午後３時～５時
会　場 リリックホール　スタジオ
対　象 小学生～高校生（初めての人大歓迎！）
会　費 月４，０００円

★財団の事業担当職員を募集します★
採用時期＝平成11年４月　勤務地＝長岡リリック
ホール　職種と人員＝事業担当１人　職務内容＝
自主事業の企画、制作、実施　受験資格＝おおむ
ね23～28歳で、芸術文化事業の企画・制作に意欲
のある人（語学力のある人希望） 試験日＝２月
３日d（事前に書類選考あり） 申し込み＝１月
14日eまでにリリックホール129・７７１１へ

長7 岡市芸術文化振興財団ガイド



１
（
月
・
金
の
夜
間
）

日
時
＝
12
月
18
日
f
午
後
１
時
30
分
か
ら

会
場
＝
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
　
内
容
＝
講
義

「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
現
状
」、「
就

職
へ
の
準
備
」
ほ
か
　
定
員
＝
30
人
　
申

し
込
み
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
岡
1
32
・
１

１
８
１

功
績吉

岡
　
喜
三
郎
（
四
郎
丸
１
）

▼
多
年
長
岡
市
体
育
指
導
委
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績杉

本
　
隆
一
（
四
郎
丸
２
）

▼
少
年
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
た
め
多

額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
た
功
績

長
岡
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

（
深
沢
町
）

▼
多
年
長
岡
市
体
育
指
導
委
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績佐

藤
　
恒
夫
（
雁
島
町
）

▼
多
年
長
岡
市
体
育
指
導
委
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績岸

　
保
（
渡
沢
町
）

▼
多
年
長
岡
市
体
育
指
導
委
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

与
さ
れ
た
功
績

金
沢
　
宏
（
中
沢
４
）

▼
多
年
長
岡
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

金
子
　
徳
治
（
春
日
２
）

▼
多
年
長
岡
市
体
育
指
導
委
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績井

上
　
謙
一
郎
（
若
草
町
３
）
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期　　日� 会　　場� 時　　間�
12月２日d�
　　８日c�
　　10日e�
　　11日f

午後１時30分
　　　～３時�

太田出張所�
日越公民館�
大島公民館�
中島公民館�●本庁

市役所の休日は、12月29日c～１月３日aです。ただし、次の業務については12月30日d（午前
８時30分～午後５時）まで取り扱います。
①市民税課（２階）…法人市民税・軽自動車税の申告、所得証明などの各種証明書の交付
②資産税課（２階）…課税証明などの各種証明書の交付
③収納課（２階）…市税などの収納事務、納税証明書の交付
④福祉総務課（１階）…児童扶養手当の受付
⑤児童福祉課（２階）…児童手当の受付
⑥市民課（１階）…住民異動届などの各種届出書の受理、戸籍謄本や住民票、印鑑証明などの各種

証明書の交付、国民年金相談、外国人登録
⑦保険課（１階）…老人保健、重度心身障害者医療費（県障医療）、ひとり親家庭等医療費（県親

医療）、老人医療費（県老）、乳児医療費、幼児医療費助成
⑧商業振興課（４階）…金融相談
⑨市民サービスコーナー（厚生会館わき）…戸籍謄本や住民票、印鑑証明などの各種証明書の交付

●本庁以外の主な施設
①次の施設の休日は、12月28日b～１月４日bです。
長岡リリックホール　市立劇場　社会福祉センター　長岡ロングライフセンター
高齢者センターふそき　勤労者体育センター　サンライフ長岡　勤労青少年ホーム
産業展示室（ハイブ長岡内） 下川西農村環境改善センター　福戸農村環境改善センター
ふるさと体験農業センター　市民体育館　南部体育館　北部体育館　厚生会館
青少年文化センター　中央公民館　中央図書館　互尊文庫　西地域図書館　南地域図書館
科学博物館　郷土史料館

②高齢者センターけさじろ、高齢者センターまきやまの休日は、12月28日b～１月５日cです。
③消費生活センター、青葉台診療所、ハイブ長岡の休日は、12月29日c～１月３日aです。
④「千秋が原ふるさとの森」アトリウムの休日は、12月29日c～１月４日bです。
⑤自転車駐車場の休日は、１月１日-～３日aです（12月31日の営業時間は午後６時まで、４日以
降は平常どおり午前６時～午後10時）。

⑥大手通り地下駐車場、大手口駐車場は、休まず営業します（12月31日の営業時間は午後６時まで、
１月１日～３日は午前８時～午後６時、その他の日は平常どおり午前７時～午後10時）。

●空きびん、空き缶の冬期間収集
問い合わせ＝環境業務課124・２８３７

12月から（栖吉・前川地区は１月から）月１回の通常収集を休み、下の43の施設に空きびんと空
き缶の収集用コンテナを常設しておきます。いつでも都合の良いときにお持ちください。
実施期間は、12月１日c～３月26日f。ただし、12月29日～１月３日を除きます（栖吉・前川地

区は１月４日～２月28日です）。４月からはステーションで、月１回の平常収集に戻ります（栖吉・
前川地区は３月から）。
コンテナには袋から出して、空きびんと空き缶を別々に入れてください（ほかのごみは入れない

でください）。また、施設を汚さないように中身を水洗いしてから出してください。
厚生会館　勤労青少年ホーム　中島公民館　中央公民館　健康センター　社会福祉センター
神田公民館　新町公民館　環境衛生センター　川崎公民館　四郎丸公民館　豊田公民館
富曽亀公民館　黒条公民館　新組公民館　山本公民館　山通公民館　栖吉公民館
栖吉活性化センター　南部体育館東側　沢田跨線橋下（線路東側） 沢田跨線橋下（線路西側）
前島町集落開発センター　大湯沢会館　太田出張所　十日町生活改善センター
片田町公民館　六日市公民館　滝谷町１丁目集落開発センター　大島公民館　希望が丘公民館
深才公民館　親沢町公民館　日越公民館　関原公民館　福戸公民館　王寺川公民館
下川西公民館　上川西公民館　高齢者センターまきやま　宮本公民館
ニュータウンセンタービル　大積公民館

●し尿のくみ取り 申し込み＝長岡市環境衛生公社124・９３１０
し尿のくみ取りは、12月28日bまで受け付けます。１月４日b以降は通常どおりです。
なお、業務の混雑状況や降雪の状況などにより、申し込みからくみ取りまで日数がかかる場合が

ありますので、早めにお申し込みください。また、作業ができるように、くみ取り口の除雪とくみ
取り車の駐車場所の確保にご協力をお願いします。

介護保険制度説明会

問い合わせ＝介護保険準備室139・
２２４５

お近くで開催の際はお越しください。

年末年始

■
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
職
業
教
室

ＮＰＯ法が
12月１日から施行されます
ＮＰＯ法（特定非営利活

動促進法）に基づく法人格
を取得したいボランティア
活動団体等は、12月１日c

から申請できます。
問い合わせ＝県生活企画課
1 025・285・5511内線2479

市 の 業 務 の ご 案 内

日
時
＝
12
月
12
日
g
午
後
２
時
か
ら
　
会

場
＝
中
央
図
書
館
講
座
室
１

内
容
＝
「
私

が
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
治
療
教
育
か
ら
学
ん

だ
も
の
」

問
い
合
わ
せ
＝
大
橋
久
美
子

さ
ん
1
82
・
９
０
８
６

日
時
＝
12
月
10
日
e
午
後
６
時
30
分
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
シ
ア
タ
ー
　
定

員
＝
４
５
０
人
　
入
場
券
＝
一
般
１
、７
０

０
円
、
中
〜
大
学
生
１
、５
０
０
円
、
小
学

生
、
障
害
手
帳
・
療
育
手
帳
を
持
っ
て
い

る
人
１
、２
０
０
円
　
問
い
合
わ
せ
＝
長
岡

商
工
会
議
所
1
32
・
４
５
０
０
（
平
日
昼
）、

市
民
映
画
館
を
つ
く
る
会
1
33
・
１
２
３

中
村
　
清
吉
（
蓬
平
町
）

▼
多
年
長
岡
市
関
原
公
民
館
長
と

し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

池
津
　
勝
一
郎
（
高
寺
町
）

▼
多
年
長
岡
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

小
林
　
亨
（
住
吉
２
）

▼
多
年
長
岡
市
陸
上
競
技
協
会
役

員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

小
林
　
功
（
花
園
２
）

▼
多
年
長
岡
市
水
泳
協
会
役
員
と

し
て
体
育
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
た

功
績五

百
川
　
正
彦
（
高
町
４
）

▼
多
年
長
岡
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
役
員
と
し
て
体
育
の
向
上
に
寄

▼
多
年
長
岡
市
北
中
学
校
後
援
会

長
と
し
て
学
校
教
育
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
た
功
績

河
田
　
吉
次
郎
（
寿
１
）

▼
多
年
長
岡
市
栖
吉
公
民
館
長
と

し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

中
村
　
祥
一
（
中
沢
２
）

▼
多
年
長
岡
市
千
手
公
民
館
長
と

し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

安
原
　
孝
四
郎
（
山
田
１
）

▼
多
年
長
岡
市
中
島
公
民
館
長
と

し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

野
村
　
義
平
（
水
道
町
３
）

▼
多
年
長
岡
市
太
田
公
民
館
長
と

し
て
社
会
教
育
の
向
上
に
寄
与
さ

れ
た
功
績

の
未
払
保
険
料
の
支
払
分
も
含
み

ま
す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、

家
族
の
保
険
料
や
、
免
除
期
間
の

追
納
保
険
料
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
口
座
振
替
し

て
い
る
人
に
は
、
振
替
分
に
つ
い

て
１
月
に
通
知
書
を
お
送
り
し
ま

す
。
税
金
の
申
告
の
際
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
付
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
国
民
健
康
保
険
は

保
険
課
1
39
・
２
２
２
０
、
国
民

年
金
は
市
民
課
1
39
・
２
２
５
０

来
年
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す

る
人
に
、
入
学
通
知
書
を
郵
送
し

ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
に
入
学
す

る
人
に
は
、
小
学
校
を
通
じ
て
入

学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す
。

12
月
25
日
こ
ろ
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
学
通
知
書
の
住
所
か
ら
転
居

し
た
場
合
は
、
入
学
す
る
学
校
が

変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

連
絡
先
＝
学
校
教
育
課
1
39
・
２

２
３
９

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表
彰
式
は
、
11
月
20
日
に
市
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

▼
多
年
老
人
保
健
施
設
で
音
楽
を

通
し
て
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

た
功
績

小
杉
　
千
穂
子
（
小
曽
根
町
）
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

長
岡
市
が
発
注
す
る
各
種
の
建

設
工
事
や
物
品
な
ど
の
指
名
競
争

入
札
、
お
よ
び
随
意
契
約
の
協
議

に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
水
道
施
設
工
事
は
、
別

に
水
道
局
1
34
・
１
４
１
２
に
申

請
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
＝
①
建
設
工
事
、
測
量

・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
…
１

月
11
日
b
〜
２
月
26
日
f
②
物
品

の
販
売
・
賃
貸
等
…
１
月
11
日
b

〜
２
月
10
日
d

受
付
時
間
＝
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
　
問
い
合
わ

せ
＝
契
約
検
査
課
1
39
・
２
２
１
０

国
民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
税
金
の
申
告
の
際
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
全
額
が

所
得
額
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

控
除
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成

10
年
の
１
年
間
（
１
〜
12
月
）
に

納
め
た
保
険
料
の
合
計
で
、
過
去

長岡市では、企業の大型倒産に伴う下請け中小企業の資金
不足による連鎖倒産を防止するため、「長岡市中小企業関連倒
産防止特別融資」を創設しました。
この融資制度は、長岡市内に本店または支店を有する取引

先企業の倒産によって債権の回収が困難となった市内の中小
企業を対象に、運転資金を融資するものです。
実施期間は、平成11年３月31日の融資実行分までです。

＜関連倒産防止特別融資のあらまし＞
○融資対象者

長岡市内で６か月以上事業を営んでおり、取引先企業の
倒産で回収困難となった債権を50万円以上有する中小企業
（市長による認定が必要）

○融資限度額
債権額の範囲内で２，０００万円以内

○融資利率
年２.４％（信用保証協会の保証付きは１.９％）

○返済期間
７年以内（据え置き１年を含む）

○取扱金融機関
北越銀行、大光銀行、長岡信用金庫、第四銀行、新潟中央
銀行、新潟県信用組合、あさひ銀行、富山第一銀行、商工
組合中央金庫の市内各本支店

身体障害者リフト付きバス「ともしび号」

年末年始・冬期間の運行案内
【定期運行】
12月26日g～３月８日bは運休し、３月９日cから運行します。
【随時運行】
12月26日g～１月３日aは運休し、１月４日bから、５人以上の
団体での申し込みにより運行します。
問い合わせ＝介護福祉課139・２２１８、ファクス32・０１６０

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

●
建
設
工
事
、物
品
の
納
入
等
の

入
札
参
加
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

区

分

�

登
録
年
度�

建
設
工
事�

申
請
方
法�

市
指
定
様
式
申
請
書

を
郵
送
ま
た
は
持
参�

測
量
・
建

設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

等�

建
設
省
指
定
様

式
申
請
書
で
、

内
容
を
説
明
で

き
る
人
が
持
参�

市
指
定
様
式
申
請

書
で
、
内
容
を
説

明
で
き
る
人
が
持

参�

物
品
の
販

売
・
賃
貸

等�

平成11・12年度�

●
小
・
中
学
校
の

入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

長
岡
市
教
育
委
員
会
表
彰

晴
れ
の
受
賞
者

■
障
害
児
と
の
共
同
体
生
活
（
英
国
）
の

体
験
を
聞
く
（
無
料
）

■
映
画
「
風
の
歌
が
聴
き
た
い
」
上
映
会

●
国
保
・
国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
金
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

ご利用ください

中小企業関連倒産防止特別融資

問い合わせ＝商業振興課†39・２２２８


